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「施政方針」
えびの市議会3月定例会が2月25日から3月22日まで開かれ、村岡市
長は、「令和4年度施政方針」を述べました。その一部を抜粋・要約し
てお知らせします。

　

令
和
4
年
度
か
ら
の
8
年
間
に
向
け
て
、

本
市
は
新
し
く「
第
6
次
え
び
の
市
総
合
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
将
来
像
を「
え
が
お

が
交
わ
り
続
け
る
ま
ち
～
霧
島
山
の
め
ぐ
み

め
ぐ
る　

え
び
の
～
」と
し
、
都
市
の
具
体

像
を「
南
九
州
の
交
流
拠
点
都
市
」と
し
て
い

ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ
る

こ
と
を
基
本
に
、
市
民
・
事
業
者
・
行
政
が

そ
れ
ぞ
れ
の
責
任
と
役
割
を
果
た
し
、
相
互

の
連
携
・
協
働
を
よ
り
一
層
進
め
ま
す
。

■
え
が
お【
市
民
生
活
】

　

市
独
自
の
施
策
と
し
て
第
3
子
以
降
の
保

育
料
と
副
食
費
の
無
料
化
や
子
ど
も
医
療
費

助
成
等
の
経
済
的
な
負
担
の
軽
減
を
継
続
す

る
な
ど
、
子
育
て
環
境
の
充
実
・
向
上
に
引

き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
、
教
育
・
保
育
施
設
や
子
育

て
支
援
施
設
等
の
関
係
機
関
と
連
携
し
て
行

う
と
と
も
に
、
妊
娠
か
ら
出
産
に
か
か
る
経

済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
妊
産
婦
に
対

す
る
支
援
を
継
続
し
ま
す
。

　

ス
マ
ー
ト
ウ
エ
ル
ネ
ス
シ
テ
ィ
（
健
康
で

幸
せ
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
）構
想
に
向

け
て
、
庁
内
体
制
構
築
な
ら
び
に
市
民
意
識

調
査
お
よ
び
広
報
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

感
染
症
対
策
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
拡
大

防
止
の
た
め
の
情
報
発
信
等
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
希
望
す
る
市
民
が
確
実
に
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
を
接
種
で
き
る
よ
う

取
り
組
み
ま
す
。

　

新
た
に
介
護
職
を
目
指
す
機
会
増
進
の
た

め
、
介
護
職
員
初
任
者
研
修
受
講
料
助
成
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
訪
問
介
護
サ
ー

令和 4 年度

ビ
ス
の
拡
充
の
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
訪
問
介

護
員
の
有
資
格
者
に
加
え
、
市
が
行
う
研
修

の
受
講
修
了
者
に
家
事
援
助
を
行
っ
て
い
た

だ
く
、
新
た
な
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
「
地
域
共
生
社
会
」の
実
現
を
目
指
し
、
地

域
住
民
の
複
雑
化
・
複
合
化
し
た
支
援
ニ
ー

ズ
に
対
応
す
る
包
括
的
な
支
援
体
制（
重
層

的
支
援
体
制
）の
構
築
に
向
け
て
取
り
組
み

ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
制
度

を
拡
充
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
移
動
手
段
の

確
保
の
充
実
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
本
市
出
身
の
医

師
等
を
招
へ
い
す
る「
ふ
る
さ
と
外
来
」の
診

療
開
始
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
地
域
包
括
ケ

ア
病
床
の
安
定
し
た
運
用
等
に
よ
り
、医
療
、

介
護
、
福
祉
等
の
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化

を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
本
市
出
身
医
師
等

に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
継
続
し
な
が
ら
、

早
期
に
医
師
確
保
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
努

力
し
ま
す
。

　

循
環
型
社
会
の
形
成
や
温
室
効
果
ガ
ス
の

排
出
削
減
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
廃
棄
物
処
理
施
設
の
計
画
的
維
持
管
理

に
努
め
る
と
と
も
に
、施
設
の
状
況
に
応
じ
、

次
期
施
設
の
更
新
準
備
を
進
め
ま
す
。

■
ま
じ
わ
り【
産
業
・
イ
ン
フ
ラ
】

　

商
工
会
と
連
携
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品

券
発
行
事
業
や
え
び
の
市
商
業
祭
事
業
に
取

り
組
み
、
引
き
続
き「
小
規
模
事
業
者
持
続

化
支
援
補
助
事
業
」を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

地
元
事
業
者
の
事
業
承
継
支
援
を
、商
工
会
、

金
融
機
関
お
よ
び
民
間
事
業
者
と
連
携
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

　

え
び
の
高
原
キ
ャ
ン
プ
村
に
お
い
て
グ
ラ

ン
ピ
ン
グ
等
の
新
た
な
事
業
展
開
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
足
湯
の
駅
え
び
の
高
原
の
2
階

活
用
の
検
討
を
引
き
続
き
行
い
、
具
体
的
な

取
り
組
み
を
行
い
ま
す
。白
鳥
温
泉
上
湯
は
、

4
月
か
ら
当
分
の
間
休
館
し
、
施
設
改
修
等

に
つ
い
て
具
体
的
な
対
応
を
行
い
ま
す
。
八

幡
丘
公
園
は
、
令
和
3
年
度
の
実
施
設
計
に

基
づ
き
、
整
備
着
手
に
向
け
た
具
体
的
な
作

業
を
行
い
ま
す
。

　
「
え
び
の
市
・
湧
水
町
自
転
車
を
活
用
し

た
ま
ち
づ
く
り
推
進
計
画
」に
よ
り
、
自
転

車
活
用
の
た
め
の
環
境
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

引
き
続
き
積
極
的
な
情
報
発
信
を
行
い
、

交
通
の
利
便
性
と
南
九
州
の
中
心
に
位
置
す

る
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
た
企
業
立
地
を

進
め
ま
す
。
ま
た
、
工
場
等
の
新
・
増
設
に

対
す
る
助
成
金
交
付
要
件
拡
充
に
よ
り
、
地

元
企
業
へ
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
や
情
報
交
換

に
も
努
め
ま
す
。

　

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
・
畜
産
部
門
の
安

定
し
た
生
産
の
維
持
・
拡
大
に
必
要
な
対
策

を
講
じ
、
営
農
意
欲
の
高
い
経
営
体
を
支
援

し
ま
す
。

　

農
地
中
間
管
理
事
業
を
活
用
し
た
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
努
め
、
引
き

続
き
ス
マ
ー
ト
農
業
の
取
り
組
み
を
推
進
し

ま
す
。
え
び
の
市
で
農
業
を
し
た
い
と
考
え

る
人
と
農
家
や
遊
休
施
設
等
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
支
援
を
は
じ
め
、
地
域
農
業
の
課
題
解
決

や
、
農
畜
産
物
・
観
光
な
ど
の
地
域
資
源
を

生
か
し
て
地
域
に
人
や
お
金
を
呼
び
込
む
た

め
の
体
制
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

環
境
負
荷
軽
減
の
た
め
の
生
分
解
性
マ
ル

チ
や
、
か
ん
し
ょ
の
基
腐
れ
病
対
策
の
た
め

の
消
毒
薬
・
ウ
イ
ル
ス
フ
リ
ー
苗
の
導
入
を

支
援
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
良
食
味
米
と
し
て

定
評
の
あ
る「
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
」の
ブ

ラ
ン
ド
力
の
一
層
の
強
化
を
支
援
し
ま
す
。

　
「
道
の
駅
え
び
の
」出
荷
者
協
議
会
員
の
生

産
意
欲
の
向
上
の
た
め
、
生
産
物
の
増
産
や

新
た
な
品
目
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
支
援
し
ま

す
。
ま
た
、
6
次
産
業
化
に
つ
い
て
、
農
業

者
と
商
工
業
者
等
が
市
内
農
林
畜
産
物
を
活

用
し
た
新
商
品
開
発
へ
の
取
り
組
み
を
引
き

続
き
支
援
し
ま
す
。

　

優
良
繁
殖
雌
牛
の
確
保
対
策
を
拡
充
し
、

繁
殖
基
盤
の
強
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、「
宮

崎
牛
」や「
み
や
ざ
き
ハ
ー
ブ
牛
」等
の
ブ
ラ

ン
ド
牛
の
安
定
生
産
の
た
め
、
肥
育
牛
農
家

の
生
産
性
向
上
お
よ
び
経
営
安
定
対
策
を
支

援
し
ま
す
。
肉
用
牛
の
改
良
を
目
的
と
し
て

5
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る
今
年
10
月
の
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島
大
会
へ
の
出
場
を

目
指
す
た
め
、
関
係
者
・
関
係
団
体
一
体
と

な
っ
て
取
り
組
み
ま
す
。

　

高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
豚
熱
の

発
生
状
況
を
踏
ま
え
、
関
係
機
関
・
団
体
と

と
も
に
農
場
防
疫
体
制
を
よ
り
一
層
強
化
し

ま
す
。

　

県
営
畑
か
ん
事
業
お
よ
び
県
営
ほ
場
整
備

事
業
の
各
実
施
地
区
に
お
け
る
早
期
完
成

と
、
未
実
施
地
区
に
お
け
る
計
画
的
な
採
択

に
向
け
た
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

再
造
林
等
の
適
正
な
森
林
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。
ま
た
、
有
害
鳥
獣
対
策
と
し
て
、

防
護
柵
設
置
を
推
進
し
、
飼
料
作
物
、
農
作

物
へ
の
被
害
軽
減
に
努
め
ま
す
。
さ
ら
に
新

規
狩
猟
者
の
確
保
に
努
め
、
捕
獲
の
支
援
を

行
い
、個
体
数
の
適
正
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

道
路
の
整
備
は
、
計
画
的
な
拡
幅
改
良
等

を
行
い
早
期
完
成
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
維

持
・
修
繕
工
事
や
補
修
等
を
計
画
的
に
行
い
、

特
に
通
学
路
等
の
安
全
確
保
や
利
便
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。
治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、

堆
積
土
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を
行
う
な
ど
、
被
害

軽
減
に
努
め
、
下
方
井
堰ぜ

き

の
早
期
改
築
と
向

江
排
水
機
場
の
能
力
向
上
を
国
に
要
望
し
ま

す
。

　

経
年
化
し
た
水
道
施
設
の
更
新
事
業
や
水

道
管
布
設
替
工
事
等
に
よ
り
事
業
の
推
進
を

図
り
ま
す
。

■
つ
づ
け
る【
教
育
】

　
「
30
人
学
級
事
業
」を
実
施
し
、
全
学
年
で

の
少
人
数
指
導
に
よ
る
き
め
細
か
な
指
導
を

行
い
、
学
習
内
容
の
定
着
お
よ
び
生
徒
指
導

の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、「
え
び
の
学
」

の
再
構
や
、
就
学
前
か
ら
英
語
活
動
を
行
う

な
ど
の
特
色
あ
る
学
力
向
上
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
に
応
じ
た

系
統
性
・
一
貫
性
の
あ
る
教
育
を
進
め
ま
す
。

　

安
全
安
心
に
学
べ
る
環
境
づ
く
り
に
努
め

る
と
と
も
に
、
令
和
4
年
度
か
ら
小
学
校
ト

イ
レ
の
洋
式
化
、乾
式
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

学
校
給
食
は
、
中
学
生
の
給
食
費
無
償
化

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
は
、
経
年
化
に
よ
る
施

設
・
設
備
の
老
朽
化
が
進
行
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、環
境
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

永
山
運
動
公
園
は
、
令
和
5
年
4
月
供
用
開

始
に
向
け
、駐
車
場
等
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
ま
ち【
市
民
協
働
・
行
政
経
営
】

　

市
民
と
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
と
責
任

を
理
解
し
、
対
等
な
立
場
で
連
携
・
協
力
し

な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
め
る
よ
う
努

め
ま
す
。
ま
た
、
自
主
的
お
よ
び
自
立
的
に

活
動
す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
担

い
手
で
あ
る
自
治
会
や
ま
ち
づ
く
り
協
議
会

を
、え
び
の
市
自
治
基
本
条
例
で
明
確
化
し
、

地
域
の
自
治
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　

教
育
移
住
を
推
進
す
る
た
め
に
、
飯
野
高

等
学
校
へ
入
学
し
た
全
国
枠
の
生
徒
等
に
対

す
る
支
援
と
し
て
、
飯
野
高
等
学
校
生
徒
下

宿
等
費
用
助
成
事
業
を
継
続
し
、
ま
た
、
新

た
に
設
置
す
る
生
徒
寮
の
運
営
を
支
援
し
ま

す
。
さ
ら
に
、
今
後
予
想
さ
れ
る
全
国
枠
生

徒
増
に
対
応
す
る
た
め
に
、
新
た
な
生
徒
寮

整
備
に
向
け
た
検
討
を
進
め
ま
す
。

　

安
心
・
安
全
の
確
保
の
た
め
に
、
備
蓄
物

資
等
の
計
画
的
整
備
や
防
災
関
係
機
関
等
と

の
連
携
強
化
に
引
き
続
き
努
め
、
自
主
防
災

組
織
の
育
成
・
強
化
を
着
実
に
進
め
ま
す
。

ま
た
、
導
入
効
果
の
高
い
防
災
情
報
伝
達
手

段
を
選
定
し
、
新
た
な
シ
ス
テ
ム
更
新
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。
さ
ら
に
、
消

防
団
の
充
実
強
化
を
図
る
た
め
、
消
防
車
両

会
の
提
供
お
よ
び
啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

特
に
、
感
染
症
や
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ（
性
的
少
数
者
）

に
係
る
人
権
な
ど
、
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て

い
る
課
題
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
、併
せ
て
、

策
定
後
10
年
を
迎
え
る「
え
び
の
市
人
権
教

育
・
啓
発
推
進
方
針
」の
改
定
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
男
女
が
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、
性

別
に
か
か
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
発
揮
で

き
、
誰
も
が
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
第
7
次
え
び
の
市
行
政
改
革
大
綱
」に
基

づ
き
、
人
口
減
少
問
題
に
対
応
し
、
持
続
可

能
な
地
域
づ
く
り
と
健
全
な
行
財
政
経
営
を

目
指
す
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

感
染
症
や
災
害
な
ど
の
困
難
に
直
面
し
て

も
、
し
な
や
か
に
回
復
し
、
乗
り
越
え
る
力

を
も
つ
自
治
体
運
営
に
努
め
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
一
体
と
な
り「
え
が
お
が
交
わ
り
続
け

る
ま
ち
～
霧
島
山
の
め
ぐ
み
め
ぐ
る　

え
び

の
～
」の
実
現
に
向
け
、
誠
心
誠
意
、
各
種

施
策
・
事
業
に
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存
で

す
の
で
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

な
ど
の
装
備
等
の
整
備
を
計
画
的
に
行
い
、

国
が
示
し
た
消
防
団
員
の
処
遇
改
善
等
に
取

り
組
み
、
消
防
団
員
が
活
動
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
や
団
員
確
保
に
努
め
ま
す
。

　

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
助
成
制
度
の
拡
充

や
、
移
動
ス
ー
パ
ー
に
対
す
る
支
援
を
継
続

し
、
高
齢
者
を
中
心
と
し
た
外
出
支
援
を
実

施
し
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
に
関
す
る
学
習
機

令和 4 年度施政方針
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令和
4 年度 当 初 予 算 を お 知 ら  せ し ま す

※水道事業会計および病院事業会計は、収益的支出と資本的支出の合
計額を記載。

自主財源

依存財源

市税
19 億 4,964 万円

（13.9%）

基金からの繰入金
19 億 3,907 万円

（13.8%）

寄附金
6 億円（4.3％）

その他
5 億 734 万円（3.5％）地方交付税

44 億 237 万円
（31.3%）

国からの支出金
20 億 3,857 万円

（14.5%）

県からの支出金
11 億 7,097 万円（8.3％）

地方債
8 億 1,334 万（5.8%）

地方譲与税・交付金
6 億 3,605 万円（4.6%）

歳入歳出

扶助費
（子どもや高齢者、

生活困窮者などへの支援）

人件費
（市職員給与・

市議会議員報酬など）

事務経費・
施設運営経費

国民健康保険・
介護保険などへの繰出金

義務的
経費

その他の
経費

投資的
経費

28 億 5,294 万円
（20.3%）

24 億 5,956 万円
（17.5%）

公債費（地方債の償還金）
9 億 3,394 万円（6.6%）

災害復旧
2 億 9,831 万円（2.1%）

21 億 3,605 万円
（15.2%）

13 億 5,128 万円（9.6%）

補助金・負担金
13 億 9,825 万円

（10.0%）

積立金など
12 億 4,347 万円（8.9%）

公共施設の新設・改修
13 億 8,355 万円（9.8%）

　令和 4 年度一般会計当初予算の総額は、歳入、歳出それぞれ 140 億
5,735 万円です。令和 3 年度当初予算と比較すると、7,935 万円、率
にして約 0.6％の増額予算となりました。

　歳入予算の財源割合は、自主財源（市税など、自主的に収入できる財源）が
35.5％、依存財源（国や県からの交付金・支出金や、市債による財源）が 64.5％となっ
ており、依存財源の割合が高くなっています。

　歳出予算の主な事業内容については、来月「わかりやすい予算書」でお知らせ
します。

■お問い合わせ先
　市財政課  財政係　☎︎ 35-3716（課直通）

140 億 5,735 万円 140 億 5,735 万円

※義務的経費…その支出が義務付けられ、任意に削減することが困難な経費。
※投資的経費…その支出が建物、学校、道路など、資産形成に向けられる経費。

※自主財源…市税など、自主的に収入できる財源。
※依存財源…国や県により決定された額を交付されたり、割り当てられたりする財源。

【単位：千円】

会計別予算の状況一般会計目的別歳出の状況

会　計 4 年度 3 年度 増減率

産業団地整備
事業特別会計 36,254 35,839 1.2％

水道事業会計 687,329 653,738 5.1％

病院事業会計 1,057,884 1,021,518 3.6％

3,050,887 2,982,476 2.3％国民健康保険
特別会計

641,481 673,272 △4.7％後期高齢者
医療特別会計

3,409,140 3,406,230 0.1％介護保険
特別会計

科　目 4 年度 3 年度 増減率

教育費 1,221,182 1,238,461 △1.4％

災害復旧費 300,276 374,089 △19.7％

予備費 31,464 26,458 18.9％

409,749 374,067 9.5％消防費

919,869 958,171 △4.0％土木費

490,567 557,822 △12.1％商工費

1,133,739 1,077,602 5.2％農林水産業費

公債費 933,942 821,648 13.7％

合　計 14,057,351 13,978,000 0.6％

【単位：千円】

科　目 4 年度 3 年度 増減率

1,256,491 1,146,425 9.6％衛生費

4,611,444 4,573,551 0.8％民生費

2,596,267 2,666,459 △ 2.6％総務費

140,022 149,608 △6.4％議会費

労働費 12,339 13,639 △9.5％

市民一人当たりの予算額（一般会計）

※住民基本台帳人口 18,159 人、9,379 世帯で算出
    （令和 4 年 2 月 28 日現在）。

１人当たり

約 77 万 4,126 円 約 149 万 8,811 円

１世帯当たり

（対前年比約 2 万 8,195 円増） （対前年比約 5 万 341 円増）
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■市役所の組織を紹介します

課・事務局等 係・室等 主な業務内容 電話番号

総務課

人権啓発室 人権、女性相談、男女共同参画

35-3711行政係 固定資産評価審査委員会、条例・規則、行政組織、文書、行政改革、情
報公開、個人情報保護

人事係 職員管理（任免、配置、身分、服務、給与、研修、福利厚生等）、各種委
員任免

企画課

政策係 総合計画、国土利用計画、広域行政、総合交通対策、施策評価、過疎計画、
各種統計、公平委員会、地域振興 35-3712

秘書係 秘書、渉外、儀式、褒賞、表彰 35-1111

情報係 情報処理、高度情報化対策、行政情報の総合企画・調整、広報、公聴 35-3714

定住対策係 定住促進、人口減少対策、地方創生総合戦略、ふるさと納税 35-3713

財政課
財政係 予算編成・統制、地方交付税、市債、公会計制度、財政効率化の推進

35-3716
入札・契約係 入札・契約

基地・防災対策課 基地・防災対策係 消防団・水防団、危機管理の総合調整、防災訓練、自主防災組織、防衛
施設対策、自衛隊、地域安全・交通安全対策、防災行政無線 35-1119

市民協働課 市民協働係

市民協働のまちづくりの総合調整・推進、自治会、まちづくり協議会、
地区コミュニティセンター、市民公益活動、市民活動支援センター、
認可地縁団体、行政事務連絡、ボランティア、国際交流センター、地域
おこし協力隊活動、学園都市

35-1118

財産管理課
管財係 市有財産の取得・管理・処分、庁舎管理、車両の集中管理

35-1120建築係 市有建築物の建設、営繕、建築確認、開発行為、特定空家

住宅係 市営住宅・定住促進住宅の管理

税務課

収納対策室 市税・県民税の収納・徴収、滞納管理、税諸証明 35-3737

市民税係 市税（固定資産税を除く）の賦課、県民税割合算定 35-3734

固定資産税係 固定資産の評価、固定資産税の賦課 35-3735

地籍調査係 地籍調査 35-3736

市民環境課

市民・年金係 戸籍、住民登録、印鑑登録、埋火葬・改葬、自動車臨時運行許可、国民
年金

35-1117
35-3730

生活環境係 行政相談、消費生活、浄化槽、環境保全、環境苦情調整、市営墓地、畜
犬登録 35-3731

飯野出張所 戸籍、住民登録、印鑑登録、自動車臨時運行許可、税諸証明の発行、国
民健康保険・国民年金・福祉に関する一部の手続き

33-1111

真幸出張所 37-1111

美化センター 廃棄物の収集・運搬・処理・減量化・資源化、廃棄物処理事業の許可 33-5782

健康保険課

医療保険係 国民健康保険および後期高齢者医療の資格・給付 35-3742

賦課徴収係 国民健康保険税および後期高齢者医療保険料の賦課・徴収 35-3743

市民健康係 成人保健、精神保健、感染症予防、地域医療、献血推進 35-1116

保健センター 成人保健、精神保健、感染症予防、予防接種 35-2446

介護保険課
介護保険係 介護保険の認定・給付、介護保険料の賦課・徴収

35-1112
地域包括支援センター 地域支援事業、要支援者のケアプラン作成、在宅介護支援センター

畜産農政課

畜産振興室 家畜防疫対策、畜産振興

35-3744農政企画係 農業融資、農振の変更、道の駅、農家民泊、6次産業化

担い手対策係 認定農業者、集落営農の組織化、農業法人、新規就農者・後継者対策、
青年農業者団体、農村女性、人・農地プラン、農地中間管理事業

農産園芸係 農産・園芸の振興、転作制度、鳥獣害対策 35-1650

観光商工課
観光係 観光振興、観光施設管理、矢岳高原、えびの高原、八幡丘公園、登山道（甑

岳、えびの岳）管理 35-1114

商工係 地場産業振興、商工業振興、中小企業対策、雇用・労働対策 35-3728

　市役所組織（4 月 1 日現在）の業務内容等について紹介します。また、直通の電話番号を掲載していますので、
各担当へのお問い合わせなどはこちらをご利用ください。
　なお、市役所の電話番号（代表）は 35-1111 です。

課・事務局等 係・室等 主な業務内容 電話番号

福祉課

地域福祉係
地域福祉、民生委員・児童委員、災害弔慰金、戦傷病者・戦没者遺族の
援護、福祉タクシー利用助成（高齢者）、高齢者福祉、養護老人ホーム
真幸園、老人福祉センター、高齢者交流プラザ 35-1115

障がい福祉係 障がい者（児）福祉、特別障害者手当・特別児童扶養手当、重度心身障
害者（児）医療、福祉タクシー利用助成（障がい者）

生活保護係 生活保護、行旅病人の保護、行旅死亡人の処置、災害援助 35-3740
生活・仕事支援室 生活・仕事支援 35-3741

こども課

子育て支援係
児童福祉、保育園・幼稚園・認定こども園、児童クラブ、児童手当、子ど
も医療費助成、病後児保育、ファミリーサポートセンター、子育て支
援センター

35-3738

こども相談係 母子保健、子どもの予防接種、ひとり親の援護、要保護児童対策、子ど
もの貧困対策、児童扶養手当、ひとり親・寡婦医療費助成 35-3739

子育て世代包括支援セン
ター（保健センター内）

妊娠・出産・育児の相談 35-1707

家庭児童相談室 児童相談 35-0732
企業立地課 立地推進係 企業立地、立地企業の育成、産業団地 35-3727

建設課

管理係 道路占用許可、市道の認定・廃止、境界立ち会い、法定外公共物（里道・
水路）の使用許可・払い下げ等、景観計画

35-3724建設係 市道改良工事、橋梁修繕、都市計画
維持係 市道・河川の維持工事、災害復旧
補修係 市道の維持補修

農林整備課

畑かん推進室 畑地かんがい事業の推進

35-3725
基盤整備対策室 水田ほ場整備事業の推進、土地改良区

土地改良係 土地改良事業、農地・農業用施設災害復旧事業、多面的機能支払交付金
事業

林務係 市有林管理、森林保護、特用林産物、鳥獣保護・駆除、治山・林道
会計課 出納係 公金の出納 35-3723

水道課
経営管理係 庶務、財務、予算・決算、使用開始・中止の受付、検針業務、水道料の収納・

徴収 35-1113
工務係 水道用水の供給、水道施設の維持管理

監査委員事務局 ― 例月現金出納検査、決算審査等、財政援助団体等監査、定期監査、住民
監査請求監査 35-1111

議会事務局 議事運営係 議会事務 35-3718
農業委員会事務局 農地調整係 農地の売買貸借・転用、農業委員会事務、農業者年金 35-3726

選挙管理委員会
事務局 選挙係 選挙事務、直接請求、裁判員候補者予定者名簿調製、検察審査員候補

者名簿調製 35-3732

学校教育課

総務係 教育委員会、職員管理、学校予算、栄典、教育行政相談、学校施設等管理、
教育の調査・統計、通学路安全点検、学校職員の服務

35-3721
教育係 学校経営指導、児童生徒の就学、奨学金、児童生徒の安全管理・就学援

助、教科用図書、就学時健康診断、人権同和教育
防災食育センター 学校給食 33-0270

社会教育課
（文化センター）

社会教育係 生涯学習、人権同和教育、青少年育成、社会教育関係団体
35-2268市民体育係 体育施設、生涯スポーツ振興、体育団体

文化係 文化振興、文化財保存、文化センター、歴史民俗資料館、市民図書館

市立病院

診療科（内科・外科・整
形外科・放射線科・リハ
ビリテーション科）

診療・往診、診療録の記録

33-1023
33-1024

薬局 調剤・製剤、薬剤処方

検査室 原虫学的検査、寄生虫学的検査、血清学的検査、生化学的検査、細菌学
的検査、生理学的検査、血液検査

放射線室 放射線業務
リハビリテーション室 理学療法業務、作業療法業務

栄養管理室 栄養指導、給食業務
看護管理室 看護、医師の診療補助、入退院の連絡調整、手術介助

地域医療連携室 保健・医療・福祉・介護の相談業務、入退院調整、医療機関との連携推進
経営管理係 庶務・財務、予算・決算、診療情報管理
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新職員を迎え
新組織体制でスタート

①田
た な が

永　祐
ゆ う た

大

④立派なえびの市の一員とし
て信頼してもらえるよう、元気
いっぱい笑顔いっぱいで皆さん
と過ごせるように頑張ります。

②水道課
③宮崎市

①遠
と お め つ か

目塚　塁
るい

④生まれ育った場所で働けるこ
とをうれしく思います。皆さん
から信頼されるよう責任と自覚
を持って仕事に取り組みます。

②税務課
③東原田

①杉
すぎもと

元　雛
ひ な の

乃

④市民の皆さんに看護師として
恩返ししていきたいです。一人
一人と誠実に向き合い、より良
い看護を目指します。

②市立病院
③飯野麓

①小
こ だ ま

玉　竜
りゅうせい

誠

④市民の皆さんや一緒に働いて
いる仲間を笑顔にできるような
職員を目指します。どんなこと
も積極的に挑戦していきます。

②農林整備課
③都城市

令和 4 年度のスタートにあたり新規採用職員を紹介します。（①氏名、②配属先、③出身地、④抱負）

①築
つ き ぢ

地　健
け ん と

和

④職員として責任感を持ち、全
力で頑張ります。日々えびの市
について学び、行動し、えびの
市の活性化に努めていきます。

②福祉課
③京町

①黒
く ろ き

木　大
たいそん

尊

④市民の皆さんが何を望んでい
るのかを明確に把握し、新人ら
しく、一生懸命頑張ります。

②社会教育課
③町

①前
ま え だ

田　大
ひ ろ と

翔

④1日でも早く市民の皆さんに
信頼され、地域の発展に尽くせ
る職員になれるよう精進してい
きます。

②市民環境課
③小林市

①杉
すぎむら

村　一
か ず ま

馬

④えびの市で企業誘致の仕事に
携わりたいと思いえびの市に来
ました。一つずつ自分ができる
ことを増やしていきたいです。

②企業立地課
③宮崎市

①宮
み や く ぼ

久保　翔
かける

④市民の皆さんが安心して気軽
に話しかけられるような頼りに
なる職員を目指して頑張りま
す。

②観光商工課
③杉水流

①竹
たけした

下　百
も も か

香

④1日でも早く市民の皆さんに
信頼してもらえるよう精いっぱ
い努めます。明るく笑顔で頑張
ります。

②健康保険課
③大溝原

　令和 4 年度の職員数は、新規採用職員
14 人を迎え、302 人となります。
　4 月 1 日から、円滑な事業推進および
業務の効率化を図るため、福祉課の「福
祉係」を「障がい福祉係」および「地域
福祉係」の２つの係に、農林整備課の「畑
かん推進室」を「畑かん推進室」および「基
盤整備対策室」の２つの室に改組しまし
た。
　また、宮崎県後期高齢者医療広域連合
と宮崎県市町村振興協会に職員を 1 人ず
つ派遣しています。

①大
おおしげ

茂　勁
け い ご

棋

④少しでも早く仕事を覚えて、
市民の皆さんが安心して暮らし
ていける街づくりに貢献できる
よう努力していきます。

②企画課
③山内

�市総務課 人事係　☎35-3711（課直通）

①山
やまなか

中　晴
は る き

揮

④笑顔と礼儀を忘れず、市民の
皆さんと深く関わり、えびの市
に貢献できるよう日々精進して
いきます。

②畜産農政課
③国富町

①永
ながさこ

迫　ゆめ

④丁寧に正確に仕事をすること
を心掛け、市民の皆さんに信頼
され、愛される職員を目指しま
す。

②学校教育課
③小林市

①津
つ だ

田　栞
しおり

④初めてのえびのでわからない
点も多いですが、皆さんに学び
ながら、保健師として皆さんの
健康を支えていきたいです。

②こども課
③宮崎市
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市
で
は
、「
現
金
主
義
・
単
式
簿
記
」

に
よ
る
現
行
の
地
方
自
治
体
の
会
計
制

度
に
「
発
生
主
義
・
複
式
簿
記
」
と

い
っ
た
企
業
会
計
的
要
素
を
取
り
込
ん

だ
新
地
方
公
会
計
制
度
に
基
づ
き
、
一

般
会
計
等
に
地
方
公
営
事
業
会
計
お
よ

び
関
係
団
体
を
連
結
し
た
財
務
書
類
を

作
成
、
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
に
お
い
て
も
、
総
務
省

よ
り
示
さ
れ
て
い
る
「
統
一
的
な
基

準
」
に
基
づ
き
財
務
書
類
を
作
成
し
ま

し
た
。

　

令
和
2
年
度
決
算
の
財
務
書
類
を
も

と
に
、
市
の
財
政
状
況
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
民
一
人
当
た
り

に
換
算
し
た
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成

し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

　

財
務
書
類
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（https://w

w
w

.city.
ebino.lg.jp/

）
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
（
貸
借
対
照
表
）

と
は
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た

め
に
保
有
す
る
資
産
（
財
産
）
と
、
そ

の
資
産
を
ど
の
よ
う
な
財
源
（
負
債
、

純
資
産
）
で
賄
っ
て
き
た
か
を
総
括
的

に
対
照
表
示
し
た
財
務
書
類
で
す
。

●連結対象となる会計・団体・法人

●市民一人当たりのバランスシート

●連結決算日
令和 3 年 3 月 31 日

●総資産合計
529 億 1,617 万 2 千円、人口 18,491 人（令和 3 年 3 月 31 日現在）

団体・会計の区分 会計名または組織名

行
政
サ
ー
ビ
ス
実
施
主
体

え
び
の
市

一般会計等 一般会計

公
営
事
業
会
計

特別会計

国民健康保険特別会計

後期高齢者医療特別会計

介護保険特別会計（保険事業勘定）

介護保険特別会計（介護サービス事業
勘定）

産業団地整備事業特別会計

公営企業会計
水道事業会計

病院事業会計

関
係
団
体

一部事務組合・
広域連合

西諸広域行政事務組合

宮崎県後期高齢者医療広域連合

宮崎県市町村総合事務組合

地方公社・
第三セクター等

該当なし

借方
（公共資産や積立金、現金などの資産）

○土地や建物などの公共資産   229 万 8 千円

○積立金など　　　　 　　　     27 万 2 千円

○現金・預金　　　　　　　　 29 万 2 千円

資産合計
286 万 2 千円

　

表
内
の
資
産
合
計
額
（
借
方
）
と
負

債
・
純
資
産
合
計
額
（
貸
方
）
が
一
致

し
、
左
右
が
均
衡
（
バ
ラ
ン
ス
）
し
て

い
る
こ
と
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
呼

ば
れ
て
い
ま
す
。

貸方
（資産を手に入れるために払ったお金と借金）

○借金（負債）　　　　　　　   88 万 2 千円

○すでに支払った額（純資産）
198 万円

負債・純資産合計
286 万 2 千円

財
　
政

問

市
民
1
人
当
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

市
財
政
課 

財
政
係
　
☎
35
‐
3
7
1
6
（
課
直
通
）

　

平
成
22
年
4
月
28
日
に
え
び
の
市
で

発
生
し
た
口
蹄
疫
終
息
か
ら
間
も
な
く

12
年
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

畜
産
農
家
の
皆
さ
ん
の「
防
疫
」に
対
す

る
意
識
は
低
下
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

終
息
ま
で
日
夜
消
毒
作
業
を
行
っ
て

い
た
こ
と
な
ど
、
当
時
の
防
疫
意
識
の

高
さ
を
今
一
度
思
い
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

県
内
で
は
29
万
頭
、え
び
の
市
で
は
、

6
2
7
頭
の
牛
や
豚
が
処
分
さ
れ
、
ま

た
、
牛
や
豚
、
堆
肥
の
移
動
の
制
限
、

さ
ら
に
セ
リ
市
も
8
月
ま
で
中
止
と
な

る
な
ど
、市
内
の
畜
産
農
家
や
関
係
者
、

地
域
経
済
へ
甚
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま

し
た
。

　

え
び
の
市
で
は
、
畜
産
農
家
は
も
と

よ
り
、
全
車
両
の
消
毒
な
ど
市
民
一
体

と
な
っ
た
防
疫
へ
の
協
力
に
よ
り
、
同

年
6
月
4
日
に
全
て
の
制
限
が
解
除
さ

れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
国
内
に
お
い
て
口
蹄
疫
の
発

生
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
韓
国
、
北
朝
鮮
、

ロ
シ
ア
、
中
国
等
の
ア
ジ
ア
周
辺
諸
国

で
発
生
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す（
令
和

4
年
3
月
25
日
現
在
）。

　

ま
た
、
国
内
に
お
い
て
、
高
病
原
性

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
発
生
が
17
事
例

●毎月 20 日は、 県下一斉消毒の日です

確
認
さ
れ
、
九
州
に
お
い
て
も
、
鹿
児

島
県
で
3
事
例
、
熊
本
県
で
1
事
例
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
平
成
30
年
8
月
か
ら
東
ア

ジ
ア
地
域
で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
る
ア

フ
リ
カ
豚
熱
や
同
年
9
月
か
ら
国
内
で

発
生
が
継
続
し
て
い
る
豚
熱
に
お
い
て

も
、
発
生
お
よ
び
確
認
地
域
が
拡
大
し

て
お
り
、
依
然
と
し
て
終
息
の
め
ど
が

立
っ
て
お
ら
ず
、
家
畜
伝
染
病
の
発
生

リ
ス
ク
は
非
常
に
高
い
状
態
に
あ
り
ま

す
。　

　

い
つ
家
畜
伝
染
病
が
発
生
し
て
も
お

か
し
く
な
い
状
況
で
、
二
度
と
当
時
の

よ
う
な
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に

も
、
飼
養
衛
生
管
理
基
準
の
徹
底
お
よ

び
農
場
防
疫
体
制
の
再
確
認
な
ど
を
し

て
く
だ
さ
い
。
畜
産
農
家
一
人
一
人
の

防
疫
意
識
が
大
切
で
す
。
え
び
の
市
の

畜
産
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
も
、
防
疫

の
徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
民
の
皆
さ
ん
へ
】

　

ウ
イ
ル
ス
の
侵
入
防
止
に
は
、
畜
産

農
家
だ
け
で
な
く
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
も
不
可
欠
で
す
。
農
場
を
訪
れ
る
際

は
必
ず
農
場
主
に
連
絡
し
、
靴
底
や
タ

イ
ヤ
の
消
毒
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

畜舎の
消毒

出荷後、敷料を除去した空の畜舎な
どを、動力噴霧機により洗浄・消毒
を行いましょう。動噴がない場合は
、消毒薬をジョウロなどで散布しま
しょう。

消石灰
散布

車両が入ってくる農場入口に、全体
的に白くなるように散布しましょ
う。車両のタイヤが十分に一周（
250cm 程度）するくらいの長さ・幅
で散布してください。

踏み込み
消毒槽の

設置・点検

畜舎入口には踏み込み消毒槽を必ず
設置するようにしてください。泥や
土等が大量に混ざると効果が薄まり
ますので、こまめに点検し、消毒薬
が汚れていたらすぐ取り替えるよう
にしましょう。

畜舎範囲
の清掃

畜舎周囲の除草や草刈り等を含めた
環境の整備に努めましょう。

家畜を守るのは、農場主自身が防疫体制
を整えることが大前提です。消石灰の定
期的な散布、踏み込み消毒槽の設置・定
期的な消毒薬の交換、農場立入者の記帳
等、従業員や家族一丸となって、防疫体
制を整えるようお願いします。

畜
　
産

口
蹄
疫
発
生
か
ら
12
年
　
防
疫
徹
底
を

問
市
畜
産
農
政
課 

畜
産
振
興
室
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）
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産
　
業

　

3
月
24
日
、
市
と
昭
南
ハ
イ
テ
ッ
ク

ス
株
式
会
社
が
企
業
立
地
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
場
産
業
の
振

興
と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
結
ば
れ
た
も
の
で
す
。

　

同
社
は
、
セ
ラ
ミ
ッ
ク
製
品
、
Ｌ
Ｅ

Ｄ
製
品
の
製
造
・
加
工
・
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
平
成
19
年
に
加
久
藤
工
場

を
新
設
、
平
成
28
年
に
加
久
藤
第
2
工

場
を
新
設
し
ま
し
た
。

　

今
回
、
東
川
北
地
区
に
加
久
藤
第
3

工
場
を
新
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
近
年
の
半
導
体
部
品
の
需
要
の
高

ま
り
に
よ
る
主
要
取
引
先
企
業
か
ら
の

発
注
増
加
に
対
応
す
る
た
め
で
す
。
加

久
藤
工
場
の
規
模
を
拡
大
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

製
品
、
半
導
体
部
品
の
製
造
を
行
い
ま

す
。

　

同
社
の
原
裕
一
代
表
取
締
役
は「
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
る
世
界
的
な
半
導
体
不
足

に
対
応
す
る
た
め
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン

ス
に
し
て
、
行
政
と
協
働
し
、
市
の
発

展
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
あ

い
さ
つ
し
ま
し
た
。
同
社
の
新
工
場
設

立
は
地
域
経
済
の
発
展
と
地
域
振
興
の

活
力
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
同
日
、
県
の
認
定
企
業
と
な

り
、
認
定
書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

問
市
企
業
立
地
課 

立
地
推
進
係
　
☎
35
‐
3
7
2
7
（
直
通
）

産
　
業

問

　

3
月
24
日
、
昭
南
ハ
イ
テ
ッ
ク
ス
株

式
会
社
が
市
に
み
や
ぎ
ん
Ｃ
Ｓ
Ｒ
型
私

募
債（
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
）に
係
る
寄
付
金
を
贈

呈
し
ま
し
た
。
み
や
ぎ
ん
Ｃ
Ｓ
Ｒ
型
私

募
債
と
は
、
私
募
債
発
行
に
際
し
、
宮

崎
銀
行
が
発
行
企
業
か
ら
受
け
取
る
手

数
料
の
一
部
を
優
遇
し
、
そ
の
優
遇
分

を
原
資
に
し
て
、
発
行
企
業
か
ら
希
望

す
る
団
体
に
金
銭
や
物
品
を
寄
付
す
る

制
度
で
す
。

　

宮
崎
銀
行
小
林
支
店
の
和
田
健
一
朗

支
店
長
は「
Ｃ
Ｓ
Ｒ
型
私
募
債
は
、
優

良
な
企
業
に
し
か
発
行
で
き
な
い
も
の

で
す
。
ご
利
用
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

同
社
の
原
裕
一
代
表
取
締
役
は「
寄
付

金
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

教
育
等
へ
利
用
し
て
ほ
し
い
で
す
」と

話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
30
日
に
、
市
内
で
畜
産

業
を
営
む
有
限
会
社
ピ
ッ
グ
セ
ン
タ
ー

宝
尺
が
市
に
同
私
募
債
に
係
る
寄
付
金

を
贈
呈
し
ま
し
た
。
同
社
の
宝
尺
実
正

代
表
取
締
役
は「
宮
崎
銀
行
の
制
度
を

活
用
で
き
あ
り
が
た
い
で
す
。
今
後
も

市
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
で
す
」と
話

し
ま
し
た
。

寄
付
金
贈
呈
式

有限会社ピッグセンター宝尺から市へ寄付金贈呈

企
業
立
地
協
定
調
印
式

宮崎県企業立地推進局の山下弘局長から認定書授与

企業立地協定を締結しました

昭南ハイテックス株式会社から市へ寄付金贈呈

市
企
画
課 

定
住
対
策
係
　
☎
35
‐
3
7
1
3
（
直
通
）

農林水産業功労者賞を受賞した上畠さん（左）と春野さん（右）

環
　
境

問 河
川
水
質
検
査
結
果

市
民
環
境
課 

生
活
環
境
係
　
☎
35
‐
3
7
3
1
（
直
通
）

　

市
で
は
、
河
川
の
環
境
保
全
の
た
め

に
水
質
検
査
を
毎
年
行
っ
て
い
ま
す
。

　

検
査
場
所
は
、市
内
の
7
カ
所
で
す
。

分
析
で
は
、
5
項
目
（
Ｐ
Ｈ
＝
水
素
イ

オ
ン
濃
度
、
Ｄ
Ｏ
＝
溶
存
酸
素
量
、
Ｂ

Ｏ
Ｄ
＝
生
物
化
学
的
酸
素
要
求
量
、
Ｓ

Ｓ
＝
浮
遊
物
質
量
、
大
腸
菌
群
数
）
の

検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及

啓
発
を
図
る
こ
と
で
、
河
川
の
生
活
排

水
処
理
対
策
を
行
い
、
河
川
の
汚
濁
防

止
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

各
家
庭
で
も
生
活
排
水
汚
濁
防
止
に

心
掛
け
、
私
た
ち
の
共
有
す
る
貴
重
な

財
産
で
も
あ
る
河
川
の
環
境
保
全
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

※
検
査
結
果
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
環

境
美
化
の
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

※
大
腸
菌
群
数
に
つ
い
て
は
、
自
然
由

来
の
土
壌
の
細
菌
を
含
ん
だ
値
が
検
出

さ
れ
、
ふ
ん
便
汚
染
を
的
確
に
捉
え
て

い
な
い
状
況
が
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、

令
和
4
年
度
か
ら
大
腸
菌
群
数
が
環
境

基
準
か
ら
削
除
さ
れ
、
新
た
に
大
腸
菌

数
が
追
加
さ
れ
ま
す
。

農
　
業

問 農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰
式
が

行
わ
れ
ま
し
た

市
畜
産
農
政
課 

農
政
企
画
係
　
☎
35
‐
3
7
4
4
（
課
直
通
）

　

3
月
29
日
、
市
役
所
で
「
令
和
3
年

度
え
び
の
市
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰

式
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、

市
の
農
林
水
産
業
の
発
展
に
貢
献
し
た

人
を
農
林
水
産
業
功
労
者
と
し
て
表
彰

す
る
こ
と
に
よ
り
、
農
林
水
産
業
者
の

士
気
の
高
揚
、
お
よ
び
地
域
の
農
林
水

産
業
の
活
性
化
に
資
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
今
回

で
8
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
3
年
度
の
受
賞
者
は
、
上
畠
勝

さ
ん（
原
田
）と
春
野
幸
一
郎
さ
ん（
東

長
江
浦
）
で
す
。

　

上
畠
さ
ん
は
「
こ
の
よ
う
な
賞
を
い

た
だ
け
る
と
は
思
い
も
し
ま
せ
ん
で
し

た
。
今
回
の
受
賞
を
き
っ
か
け
に
、
後

継
者
の
希
望
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
で

す
」、
春
野
さ
ん
は
「
今
ま
で
組
合
で

続
け
て
き
た
活
動
が
認
め
ら
れ
て
大
変

光
栄
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い

き
た
い
で
す
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま

し
た
。

●検査結果（検査日：令和 4 年 2 月 9 日）

項目 pH DO BOD SS 大腸菌群数

単位 － mg/L mg/L mg/L MPN/100mL

環境基準 6.5 ～
8.5

7.5
以上 2 以下 25 以下 1,000 以下

下久保原橋 7.6 11.4 0.5 1.0 未満 130

二十里橋 7.6 11.2 0.6 1.0 未満 330

池島橋 7.6 11.0 0.6 1.0 未満 1,100

長江川橋 7.6 10.4 0.8 1.0 未満 1,700

関川橋 7.8 10.9 0.5 未満 1.0 未満 80

新岩次橋 7.6 11.2 0.7 1.0 1,300

山川橋 7.4 12.9 0.5 未満 1.0 未満 490

※環境基準（昭和 46 年環境庁告示 59 号）の類型
指定は河川Ａ類型 ( 川内川に流入する河川も含む )
※検査前日の天候（雨）により大腸菌群数が増える
ことがあります。
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商
　
工

農
　
業

問

　

3
月
30
日
、
市
役
所
で
「
え
び
の
市

特
産
品
ブ
ラ
ン
ド
認
証
交
付
式
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
市
内
の

優
良
特
産
品
を
「
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
」

と
し
て
認
証
し
、
付
加
価
値
を
付
け
て

広
く
売
り
出
す
こ
と
で
、
本
市
Ｐ
Ｒ
に

よ
る
誘
客
効
果
や
地
域
産
業
の
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。　

　

今
回
、
新
た
に
認
証
さ
れ
た
特
産
品

は
、株
式
会
社
本
坊
農
園
の「
玄
米
餅
」、

株
式
会
社
十
兵
衛
の
「
生
玉
ね
ぎ
ド

レ
ッ
シ
ン
グ
」、
有
限
会
社
か
じ
か
の

「
ま
す
や
わ
ら
か
煮
」、
と
れ
さ
農
園
の

「
ブ
ラ
ッ
ク
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
」、
株
式
会

社
リ
ン
ク
ド
プ
ロ
ビ
ン
ス
の
「
サ
ム
ゲ

タ
ン
、鶏
む
ね
身
燻
製
」
の
6
品
で
す
。

ま
た
、
平
成
31
年
か
ら
認
証
さ
れ
て
い

る
株
式
会
社
本
坊
農
園
の
「
玄
米
コ
ー

ヒ
ー
、
玄
米
ポ
ン
菓
子
煎
餅
」、
市
観

光
協
会
の
「
む
ぜ
も
ん
じ
ゃ
（
餅
）」

の
3
品
に
つ
い
て
も
、
再
申
請
に
よ
り

併
せ
て
認
証
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
で
、
え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証
を

受
け
た
特
産
品
は
合
計
25
品
目
に
な
り

ま
し
た
。

　

3
月
2
日
に
日
本
穀
物
検
定
協
会
が

発
表
し
た
「
令
和
3
年
産
米
の
食
味
ラ

ン
キ
ン
グ
」
で
、
霧
島
地
区
（
え
び
の

市
を
含
む
）
の
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
が
、
最
上

位
の
「
特
Ａ
」
を
獲
得
し
ま
し
た
。
こ

の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ
は
、
同
協
会
が
、

見
た
目
や
香
り
、
味
な
ど
6
項
目
を
審

査
し
5
段
階
で
評
価
し
ま
す
。
令
和
3

年
産
は
、
44
道
府
県
か
ら
地
区
単
位
で

１
５
２
産
地
銘
柄
が
出
品
さ
れ
ま
し

た
。

　

特
Ａ
獲
得
を
受
け
て
、
3
月
31
日
、

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
稲
作
振
興
会
の
髙
牟
礼

宏
邦
会
長
、
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
の
小
吹
敏

博
代
表
理
事
組
合
長
ら
が
宮
崎
県
知
事

を
訪
問
。
特
Ａ
獲
得
を
報
告
し
、
え
び

の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

髙
牟
礼
会
長
は
「
農
家
の
皆
さ
ん
が

心
を
一
つ
に
し
て
、
地
道
に
頑
張
っ
て

き
た
結
果
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
今
後

も
手
を
抜
か
ず
に
、
自
然
と
向
き
合
い

な
が
ら
、
困
難
を
一
つ
一
つ
ク
リ
ア
し

て
、
お
い
し
い
お
米
を
作
っ
て
い
き
ま

す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

新
た
に
6
品
が

え
び
の
ブ
ラ
ン
ド
認
証

市
観
光
商
工
課 

商
工
係
　
☎
35
‐
3
7
2
8
（
直
通
）

永山寛
ひろたか

理副知事に特Ａ獲得を報告

河野俊嗣知事に特 A 獲得を報告しました

交
　
通

協
　
働

問

問 自
治
会
活
動
の
支
援
を
行
い
ま
す

市
民
協
働
課 

市
民
協
働
係
　
☎
35
‐
1
1
1
8
（
直
通
）

　

飯
野
地
区
、
上
江
地
区
、
加
久
藤
地

区
、
真
幸
地
区
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、

各
自
治
会
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
自

治
会
活
動
の
情
報
提
供
や
地
域
の
実
情

の
把
握
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化
に
必

要
な
支
援
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域

で
行
う
世
代
間
交
流
事
業
や
学
習
会
、

地
域
づ
く
り
研
修
な
ど
で
は
、
行
政
と

の
連
携
を
図
り
ま
す
。

　

地
域
の
活
動
に
関
す
る
こ
と
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
は
、
地
域

住
民
が
気
軽
に
交
流
で
き
る
施
設
で

す
。
い
つ
で
も
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

自
治
会
活
動
は
、
地
域
の
活
性
化
や

防
災
対
策
な
ど
地
域
の
問
題
解
決
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
役
割
を

担
っ
て
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ん
、
自
治
会
活
動
に
積

極
的
に
参
加
し
て
、
地
域
を
盛
り
立
て

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

地区名 コミュニティマネージャー 電話番号

飯野地区 山﨑　浩二 33-0030

上江地区 甲斐　陽二 33-5799

加久藤地区 愛甲　文広 35-1755

真幸地区 黒松　優子 37-3221

山﨑さん、愛甲さん、黒松さん、甲斐さん（左から）

●問い合わせ先

交
通
指
導
員
委
嘱
状
交
付
式

市
基
地
・
防
災
対
策
課 

基
地
防
災
対
策
係
　

☎
35
‐
1
1
1
9
（
直
通
）

認証交付式には 5 人が出席しました

ブランド認証書が交付されました

問 令
和
3
年
米
の
食
味
ラ
ン
キ
ン
グ

市
畜
産
農
政
課 

農
産
園
芸
係
　
☎
35
‐
1
6
5
0
（
直
通
）

　

4
月
１
日
、
市
役
所
本
庁
で
「
え
び

の
市
交
通
指
導
員
」
委
嘱
状
交
付
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
指
導
員
は
、
市
民
の
交
通
安
全
を

確
保
す
る
た
め
、
え
び
の
警
察
署
長
、

え
び
の
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
推
薦

を
受
け
て
、
市
長
が
委
嘱
す
る
も
の
で

す
。
市
内
各
地
の
横
断
歩
道
な
ど
で
の

交
通
指
導
や
交
通
安
全
思
想
の
普
及
な

ど
の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

任
期
は
、
令
和
4
年
4
月
1
日
か
ら

令
和
6
年
3
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

村
岡
市
長
は
「
皆
さ
ん
は
一
番
住
民

に
近
い
交
通
安
全
リ
ー
ダ
ー
だ
と
思
い

ま
す
。
市
民
一
人
一
人
の
意
識
を
あ
げ

る
こ
と
が
地
域
の
安
全
に
つ
な
が
り
ま

す
。
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
地
域
の
安
全

を
守
っ
て
い
き
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　

福
満
義
秀
指
導
員
は
「
指
導
員
と
し

て
の
自
覚
と
責
任
を
持
ち
、
交
通
安
全

運
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
貢
献
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
事
故
防
止
に
向
け
て

啓
発
活
動
に
も
努
め
て
い
き
ま
す
」
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。　

■えびの市交通指導員名簿
名　前 地　域 初年委嘱

福満　義秀 飯野地区 平成 13 年 4 月 1 日
田口　道子 飯野地区 平成 18 年 10 月 1 日
福元　三重子 真幸地区 平成 23 年 3 月 1 日
濱田　喜八郎 飯野地区 平成 25 年 7 月 1 日
有髙　美千子 飯野地区 平成 25 年 7 月 1 日
久保　政博 飯野地区 平成 27 年 7 月 1 日
杉本　るり子 飯野地区 平成 28 年 10 月 1 日
田村　誠一 加久藤地区 平成 28 年 10 月 1 日
川野　新吾 加久藤地区 令和 元 年 7 月 1 日

委嘱状交付式には 8 人が出席しました
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一年間の学習を修了

3

5

　市文化センターで「第 11 期えびの市民大学
修了式」が行われました。年間で一定以上の講
座に参加した受講生には、永山新一教育長から
修了証書が授与されました。
　修了式には 28 人の受講生が参加し、修了式
の後は宮崎県出身のシンガーソングライター、
大野勇太さんによるミニコンサートが行われ、
参加者は優しい歌声と軽妙なトークを楽しんで
いました。

市民大学修了式

美しい音色で観客を魅了

3

13

　市文化センターで「えびの音楽ミニコンサー
ト～サックスの調べ～」が行われました。
　コロナウイルス感染症の影響で 2 月開催から
延期となりましたが、当日は会場入口での検温
や手指消毒、マスク着用などの注意喚起を行い
開催しました。コンサートでは、ソロやカルテッ
ト（4 人での合奏）、出演者全員での合奏など、
アンコールを含む 12 曲が披露され、訪れた 98
人が盛大な拍手を送っていました。

えびの音楽ミニコンサート
～サックスの調べ～えびの駐屯地ボランティア活動

車いすを寄贈

3

23

　えびの駐屯地曹友会から社会福祉法人慶和会
シルバーケアステーションほうように、車いす
1 台が寄贈されました。同会は、ボランティア
活動で集めた資金で車いすを購入し、地域貢献
活動の一環として自治体や社会福祉法人等に寄
贈しています。
　同法人の山口詔

のりひろ

寛施設長は「買い替えを考え
ていたので、とても助かりました。ありがとう
ございます」と話していました。

「ニッチードッグラン」
オープニングセレモニー

全国の高校で唯一のドッグラン

3

19

　日章学園九州国際高校の敷地内に「ニッチー
ドッグラン」が開設され、オープニングセレモ
ニーが行われました。ドッグランとは、犬がリー
ドを外して自由に走り回れる場所のことです。
セレモニーでは、屋田伸仁校長のあいさつや同
校の保護犬「ニッチー」の紹介がありました。
　セレモニー後は、犬を連れた飼い主らが犬を
自由に遊ばせていました。このドッグランは事
前に利用の登録をすれば、無料で利用できます。

子どもたちの安全を願って

3

29

　JA えびの市女性部から市にランドセルマス
コット約 100 個が寄贈されました。これは、
同部会が毎年作成しているもので、今回が 10
回目の配布になります。
　ランドセルマスコットは、入学式で新 1 年
生に配られました。
　同部代表の松永亮子さんから「神社で安全祈
願をしていますので、ぜひご利用ください」と
あいさつがありました。

ランドセルマスコットの贈呈式

子どもたちの安心・安全のために

3

29

　西諸地区生コンクリート事業協同組合の小菜
良雄事務局長が市長を訪問し、防犯ブザー約
100 個を市に寄贈しました。これは、同組合が
今春小学 1 年生になる児童の防犯に役立てて
もらおうと、毎年行っているものです。
　防犯ブザーは、入学式で新 1 年生に配られ
ました。
　また、今年も子どもたちの学校教育に役立て
てほしいと 3 万円を寄付されました。

防犯ブザー贈呈

スマートウェルネスシティ講演会

健幸づくりは「まち」づくりから

3

23
　市文化センターで、ス
マートウェルネスシティ講
演会が行われました。ス
マートウェルネスシティと
は、そこで暮らすことで「健
幸（身体面の健康だけでな
く、人々が生きがいを感じ、
安心安全で豊かな生活を送
れること）になれるまち」
のことを言います。
　講師に筑波大学人間総合
科学学術院教授の久野譜也
氏を招き「自然と人もまち
も元気になれるまちづくり
の秘訣～多くの人が寝たき
りにならないためのポイン
ト教えます～」という演題
で講演が行われました。



　
「
今
回
、
防
衛
大
臣
感
謝
状
を
受
賞
で
き

た
の
は
、
市
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
の
理
解
と

協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
藏
園
晴
美
さ
ん
で
す
。

　

藏
園
さ
ん
は
、
平
成
7
年
に
市
議
会
議
員

に
当
選
。
平
成
23
年
に
え
び
の
市
防
衛
議
員

連
盟
を
設
立
し
、
平
成
25
年
に
は
、
え
び
の

市
防
衛
議
員
連
盟
会
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

ま
た
、
え
び
の
駐
屯
地
の
存
続
の
た
め
、
小

林
市
議
会
、
高
原
町
議
会
、
湧
水
町
議
会
に

防
衛
議
員
連
盟
の
設
立
を
お
願
い
す
る
な

ど
、
議
員
の
立
場
か
ら
自
衛
隊
と
市
民
の
架

け
橋
と
し
て
長
く
活
動
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

功
績
が
認
め
ら
れ
、
令
和
4
年
1
月
18
日
に

令
和
3
年
度
防
衛
大
臣
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
え
び
の
市
防
衛
議
員
連
盟
を
設
立
し
よ

う
と
し
た
き
っ
か
け
は
、
議
員
の
立
場
で
は

な
く
役
員
と
し
て
出
席
す
る
こ
と
で
、
防
衛

に
対
す
る
認
識
、
理
解
が
深
ま
り
自
衛
官
の

よ
り
よ
い
環
境
を
醸
成
す
る
こ
と
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
か
ら
で
す
」

　

防
衛
議
員
連
盟
の
活
動
は
、
各
種
の
防
衛

講
話
の
開
催
や
部
隊
施
設
研
修
等
の
実
施
、

日
米
共
同
訓
練
の
調
整
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で

す
。

　
「
特
に
日
米
共
同
訓
練
の
実
施
は
、
市
民

の
皆
さ
ん
の
理
解
が
必
要
で
す
。
今
後
は
、

自
衛
隊
相
談
員
に
な
る
な
ど
、
な
ん
ら
か
の

形
で
自
衛
隊
と
市
民
の
架
け
橋
と
な
る
活
動

を
し
て
い
き
た
い
で
す
」

　
「
少
し
で
も
多
く
の
人
が
え
び
の
駐
屯
地

に
興
味
を
持
ち
、
式
典
や
イ
ベ
ン
ト
等
に
参

加
し
て
も
ら
え
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
」
と
笑

顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。

多
く
の
人
に
え
び
の
駐
屯
地
存
続
の

理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
に

藏園 晴美さん
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えびの電子表敬訪問

男女共同参画社会に貢献

3

30

　えびの電子工業株式会社が、令和 3 年度宮
崎県男女共同参画功労賞受賞の報告に市長を訪
問しました。この表彰は、宮崎県より、男女共
同参画社会づくりに関し、特に顕著な功績があ
り、他の模範と認められる企業や団体に対して
送られるものです。
　同社の津曲慎哉代表取締役は「7 年ぶりの企
業表彰受賞を報告できうれしいです。これを励
みに今後も頑張ります」とあいさつしました。

えびの市活性化につなげる

4

1

　えびの高原キャンプ村でオープニングセレモ
ニーが行われました。式典には、関係者約 30
人が参加しました。同キャンプ村は、4 月 1 日
から株式会社レジャークリエイトホールディン
グスが指定管理者となり運営が始まりました。
　代表取締役会長の河野信吉氏は「えびの高原
キャンプ村を盛り上げ、えびの高原をはじめ、
えびの市全体の活性化につながればと思ってい
ます」とあいさつしました。

えびの高原キャンプ村
オープニングセレモニー

令和4年度消防団入隊団式

消防団員としての決意誓う

4

3
　市文化センターで「令
和 4 年 度 え び の 市 消 防
団入退団式」が行われま
した。
　今年度は、新たに 12
人 が 消 防 団 に 入 団 し、
22 人が退団しました。
　式では、中隊長や新入
団員などへの辞令交付な
どが行われました。
　新入団員を代表して、
第 2 分 団 第 3 部 に 入 団
した的場悠斗さんが「良
心に従って忠実に消防の
義務を遂行することを誓
います」と宣誓しました。



地
域
医
療
連
携
室
を
紹
介
し
ま
す

市立病院
C i t y  h o s p i t a l

　

自
分
や
家
族
が
病
気
に
な
る
と
、

健
康
な
時
に
は
想
像
し
な
か
っ
た
悩

み
や
不
安
、
心
配
事
が
出
て
く
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。当
院
で
は
地
域
医

療
連
携
室
を
設
置
し
、
外
来
受
診
や

入
院
か
ら
退
院
ま
で
の
患
者
・
家
族

の
相
談
に
専
門
の
ス
タ
ッ
フ
（
医
療

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
退
院
調
整

看
護
師
）
が
対
応
し
ま
す
。

　

例
え
ば
、
こ
ん
な
と
き
に
地
域
医

療
連
携
室
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
医
療
費
な
ど
、
経
済
的
な
事
で
心

配
が
あ
る

え
た
い

　

相
談
は
、
電
話
や
窓
口
で
受
け
付

け
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
地
域
医
療

連
携
室
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
相
談
さ
れ
た
秘
密
は
、
厳
守
し
ま

す
。相
談
は
無
料
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
え
び
の
市
立
病

院 

地
域
医
療
連
携
室
（
担
当
：
安
樂
）

☎
27
‐
4
5
1
2
（
直
通
）

【
相
談
日
】
月
曜
か
ら
金
曜
（
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

【
時
間
】
午
前
8
時
30
分
か
ら
午
後

5
時
15
分

　
文
：
市
立
病
院 

地
域
医
療
連
携
室

・
自
宅
で
の
生
活
が
難
し
い
た
め
施

設
を
紹
介
し
て
ほ
し
い

・
告
知
を
受
け
た
が
、
今
後
の
生
活

が
不
安
で
相
談
し
た
い

・
障
害
が
残
っ
た
の
で
、
何
か
使
え

る
制
度
が
あ
れ
ば
知
り
た
い

・
家
族
の
介
護
を
し
て
い
る
が
、
自

分
が
病
気
に
な
り
今
後
ど
う
し
て
い

い
か
分
か
ら
な
い

・
介
護
が
必
要
な
状
態
だ
が
、
自
宅

で
一
人
暮
ら
し
を
続
け
た
い

・
退
院
後
自
宅
で
生
活
し
た
い
が
、

段
差
が
多
い
た
め
在
宅
の
環
境
を
整

　

日
常
生
活
の
中
で
、
当
た
り
前
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
男
女
の
役
割

を
一
度
見
つ
め
直
し
、
性
別
に
と
ら

わ
れ
る
こ
と
な
く
、
職
場
・
家
庭
・
学

校
・
地
域
で
、
一
人
一
人
の
存
在
を

認
め
合
い
、
誰
も
が
自
分
ら
し
さ
を

大
切
に
で
き
る
よ
う
な
男
女
共
同
参

画
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

※
「
参
画
」
と
は
、
単
に
参
加
す
る

だ
け
で
は
な
く
、
方
針
の
立
案
や
決

定
な
ど
の
「
意
思
決
定
へ
の
参
加
」

と
い
う
こ
と
。

　
　
　

文
：
市
総
務
課 

人
権
啓
発
室

　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
い
う

言
葉
は
聞
い
た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、

「
な
ん
だ
か
難
し
そ
う
」、「
自
分
に

は
関
係
な
い
」
と
思
っ
て
い
る
人
は

少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。実
は
男

女
共
同
参
画
と
は
私
た
ち
の
生
活
に

ま
つ
わ
る
と
て
も
身
近
な
大
切
な
こ

と
な
の
で
す
。

　

男
女
共
同
参
画
社
会
と
は
、仕
事
・

家
庭
・
地
域
活
動
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
分
野
で
、
男
性
と
女
性
が
お
互
い

に
、
そ
の
人
権
を
尊
重
し
つ
つ
喜
び

も
責
任
も
分
か
ち
合
い
、
性
別
に
か

か
わ
ら
ず
個
性
と
能
力
を
十
分
に
発

揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
の
こ
と

で
す
。

　
「
女
性
は
家
事
や
育
児
」、「
男
性

は
仕
事
」
な
ど
の
価
値
観
に
縛
ら
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。「
男
性
は
こ
う
い

う
も
の
」、「
女
性
は
こ
う
あ
る
べ
き
」

と
い
っ
た
考
え
方
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。考
え
方
に
よ
っ
て
は
自
分
だ
け

で
は
な
く
、
周
り
の
人
た
ち
の
行
動

や
生
き
方
を
制
限
し
、
一
人
一
人
が

持
つ
個
性
や
能
力
を
発
揮
し
づ
ら
く

し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
っ
て
な
ん
だ
ろ
う

男女共同参画
G e n d e r  E q u a l i t y

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

■110だより

■119だより

えびの警察署

えびの消防署

☎33-0110

☎33-6119

新 入 学 児 童を事 故 から守りましょう

えびの署の人 事 異 動

3月の交通事故
発生状況

人　身	 0件
物　件	 18件

本年累計	 2件
本年累計	 60件

3月の活動状況
［えびの消防署管内］

火　災	 0件
救　急	 62件

本年累計	 8件
本年累計	 199件

　

公
益
財
団
法
人
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
で
は
、
令
和
4
年
度
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
の
加
入
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
・
奉
仕
活
動
を

行
う
人
々
を
対
象
と
し
て
、
自
宅
と

目
的
地
の
行
き
帰
り
も
含
め
、
団
体

活
動
中
の
傷
害
事
故
な
ど
を
補
償
す

る
も
の
で
す
。

【
対
象
】
ス
ポ
ー
ツ
活
動
や
文
化
活

動
な
ど
を
行
う
4
人
以
上
の
団
体

【
補
償
範
囲
】
加
入
手
続
き
を
行
っ

た
団
体
の
管
理
下
に
お
け
る
団
体
活

動
中
の
事
故
、
団
体
が
指
定
す
る
集

合
・
解
散
場
所
と
被
保
険
者
の
自
宅

と
の
通
常
経
路
の
往
復
中
の
事
故

【
保
険
期
間
】
4
月
1
日
～
令
和
5

年
3
月
31
日

※
年
度
内
の
中
途
加
入
可
、
年
度
途

中
の
加
入
も
3
月
31
日
ま
で
の
保
険

期
間
と
な
り
ま
す
。

【
そ
の
他
】
保
険
内
容
の
改
定
に
よ

り
被
保
険
者
の
年
齢
は
、新
規
加
入
・

中
途
加
入
と
も
に
4
月
1
日
時
点
の

年
齢
と
な
り
ま
す
。

　

令
和
5
年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
加
入
受
付
へ
の
一
本
化
を
予
定
し

て
い
ま
す
。円
滑
な
移
行
の
た
め
今

年
度
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
加

入
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
（
※
ス

ポ
ー
ツ
安
全
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

上
（https://w

w
w
.sportsanzen.

org/

）
の
「
ス
ポ
あ
ん
ネ
ッ
ト
」
の

リ
ン
ク
先
か
ら
接
続
で
き
ま
す
。）。

　

詳
し
く
は
、
市
社
会
教
育
課
等
に

設
置
し
て
い
る
「
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保

険
の
あ
ら
ま
し
」、「
ス
ポ
あ
ん
ネ
ッ

ト
の
ご
案
内
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
公
益
財
団
法
人 

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会 

宮
崎
県
支
部

☎
0
9
8
5
‐
55
‐
3
1
3
6

　
文
：
市
社
会
教
育
課 

市
民
体
育
係

　 4 月 1 日付けの人事異動で職員が代わりました。
【着任】前原泰典（消防本部総務課）、大木場美晴
（中央消防署）、山田悠（高原分遣所）、重留良次（中

央消防署）、笠掛誠（高原消防署）、中村芳久（須
木分遣所）、内窪優太（高原分遣所）

【離任】藤嶋健（消防本部予防課）、竹山和重（野
尻分遣所）、中嶋和義（高原分遣所）、松岡裕一（中
央消防署）、鶴薗達哉（高原分遣所）、徳重隆太（消
防本部予防課）、上園惇平（高原分遣所）
　新型コロナウイルスの感染が拡大しています。
引き続き、手洗い・うがい・マスク着用の徹底を
行い、感染予防対策を行いましょう。

　 4月に入り、新 入 学 児 童 の 登 下 校 が 始まりまし
た。新 入 学 児 童を交 通 事 故から守るため、次のこ
とに気を付 けましょう。
・保 護 者の皆さんは、子ども目線で通 学 路の危 険
な 場 所を確 認しましょう。

・横 断 歩 道 は 歩 行 者 優 先で す。
・新 入 学 児 童の皆さんは、道 路を渡るとき、「止ま
って」・「見て」・「車 が 止まるのを確 か めて」くだ
さい。

生涯スポーツ
L i f e l o n g  s p o r t
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市 民 の お す す め の 一 冊

カモメに飛ぶことを教えた猫

ルイス・セプルベダ 著
（白水社）

遠目塚元さんのおすすめ

■おすすめコメント

　ある1匹の猫がカモメに
託された3つの約束。その
約束を守るために、さまざ
まな仲間たちの協力を得
ながら物語が進んでいきま
す。わかりやすいストーリー
なので、老若男女が楽しめ
る1冊です。

twitter 始めました！
えびの市民図書館 （@EbinoCityLib）
https://twitter.com/EbinoCityLib
※右の QR コードからも見る事ができます。

えびの市民図書館
☎35-0242　https://ebino-city-lib.jp/
開館時間	 火曜〜土曜／午前9時〜午後7時
	 日曜 ・ 祝日／午前9時〜午後5時
休 館 日	 毎週月曜日（祝日法に定める休日と重なった場合はその翌日）

【お問い合わせ】 竹下妙子さん ☎37-3056短歌 松山良文さん ☎33-4904俳句 ポエム同好会（田中虎夫） ☎33-2959詩

■「読書の通帳」利用者へプレゼント
開催期間中に「読書の通帳」を利用した人にプレゼント
を差し上げます。この機会に読書の通帳を作りませんか。
●開催期間＝5月3日（火）～ 5日（木）
●場所＝図書館カウンター

リレー形式で、市民の皆さんにおすすめの一冊を
紹介してもらいます。

■生物多様性展示
エコミュージアムセンターの標本やパネル展示を行いま
す。ぜひ、ご来場ください。
●開催期間＝5月1日（日）～ 6月30日（木）
●場所＝図書館入口

ブックランド号 運行スケジュール
運行場所（ルート） 運行日（5月） 時　間

岡元小学校→市立病院→さくら苑 11日（水）、
25日（水） 13：15〜15：15

上江小中学校→ Aコープかくとう店
→プラッセだいわ→真幸出張所

12日（木）、
26日（木） 13：15〜16：30

飯野地区コミュニティセンター 13日（金）、
27日（金） 14：50〜15：15

真幸地区体育館 18日（水） 15：25〜15：50

飯野出張所→ A コープいいの店→
自衛隊官舎 20日（金） 14：50〜16：30

■ぬいぐるみおとまり会
●受け付け＝5月7日（土）午前10時30分
●お迎え＝5月8日（日）午後5時まで
●定員＝先着10組（一人とぬいぐるみ）※先着順
●申込方法＝市民図書館に直接、または電話でお申し込
みください。
●その他＝お迎えの時にぬいぐるみたちが選んでくれた
本を貸し出します。また、お泊りの様子をミニアルバムに
して5月22日（日）以降にプレゼントします。

「市民提案型（テーマ型）協働事業」
を募集します

　「市民提案型（テーマ型）協働事業」は、これまで市が
実施している事業や行政単独で解決が困難な事業テーマ
について、市民の皆さんの持つノウハウや強みを生かし
た企画事業を提案してもらい、実際に実施してもらう事
業です。市民と協働で行うことで、より効果が上がる事
業テーマについて、事業提案を募集します。

【公募する事業テーマ】
①市内特産品を活用した商品開発およびイベントの実施

（担当課：観光商工課）
［概要］えびの市の資源を生かした産業の振興を図るた

め、特産品を生かした情報発信および販路拡大を目的と
したイベント等の実施

［想定される事業］
・物産フェア、商談会、セミナーなど
②地域資源の活用による地域活性化となる事業（担当課：
市民協働課）

［概要］身近にあるさまざまな資源（人・物・自然・エネル
ギー）を見直し、活用することで、地域内循環型経済を
実現し、地域資源の魅力を周知することを目的とした人
材育成・啓発活動、イベントの実施

［想定される事業］
・ツアーガイドなど

【実施期間】5月（採択後）～ 令和5年3月31日
【事業形態】委託（概算払い）　
［金額］テーマ①100万円以内、テーマ②50万円以内　　
【見積項目】人件費（スタッフ人件費）、旅費交通費（講師、

スタッフ）、講師謝金、印刷製本費、消耗品費、通信運搬費、
賃借料、保険料（イベント等保険）、一般管理費（総事業
費の10％以内）など

【申込資格】えびの市内で活動するボランティアグルー
プ、市民活動団体、NPO法人、自治会等の団体で、5人以
上で構成する団体
※詳しくは、市民協働課にお問い合わせください。

【申込方法】企画提案書に必要事項を記入のうえ、市民協
働課市民協働係にお申し込みください。
※提案書は市民協働課で取得できます。

【申込締切】5月19日（木）
　審査会（ 5月下旬）において採択された後、申請書を提

出してもらいます。
申・問市民協働課 市民協働係
☎35-1118（直通）

一部補助金を増額しました
合併処理浄化槽に転換しましょう

　市では、生活排水の汚れを減らすために、単独処理浄
化槽および汲み取り便槽から合併処理浄化槽への転換を
促進しています。合併処理浄化槽に転換することにより、
家庭から放流される汚れの量を約7から8分の1にするこ
とができます。
　4月から「宅内配管工事費補助」の上限額を5万円増額
しています。ぜひ、ご利用ください。

【単独処理浄化槽・汲み取り便槽からの転換補助金額】
［設置費］

人槽区分

補助金額

新設
単独処理浄化槽・

汲み取り便槽からの転換

5 人槽 222,000 円 332,000 円

7 人槽 276,000 円 414,000 円

10 人槽 366,000 円 548,000 円

［宅内配管工事費］
設置費に加え150,000円（上限額）

［単独処理浄化槽撤去費（撤去した場合のみ）］
設置費に加え90,000円（上限額）
申・問市民環境課 生活環境係
☎35-3731（直通）
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　怪しい症状や虫を見つけた人は以下までご連絡くださ
い。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）
問JAえびの市 農産園芸課
☎33-5756
問西諸県農業改良普及センター
☎23-5105

スマート農業推進事業の説明会と
要望調査を行います

　市では、ロボット技術やICTを活用して、超省力・高品
質生産を実現する新たな農業（スマート農業）を促進す
るため、事業費の補助を行っています。今回、事業説明
会と要望調査を実施します。ぜひ、ご参加ください。

【開催日】5月26日（木）
【時間】［午前の部］午前10時～　［午後の部］午後1時30

分～
【場所】市役所本庁　1-1会議室（ ATM横）
【対象者】認定農業者または認定新規就農者（認定見込者

含む）、農業者団体（構成員の過半数が認定農業者または
認定新規就農者）

【補助対象事業】市内においてロボット技術、AI、IoT等
の先端技術を活用した先駆的な取り組みであり、次のう
ち2つ以上の目標達成に必要な機械等の取得費用

（1）農業経営規模の1割以上の拡大
（2）農業所得の1割以上の拡大
（3）生産性の1割以上の向上
（4）経営コストの1割以上の削減
（5）農作業時間の1割以上の削減

※事業費（消費税抜き）が50万円以上のものが対象
【持参する物】
・「補助対象事業」内の目標設定（ 1）から（ 5）で該当す
る項目の現状値が確認できる資料

・見積書
・申告書（個人事業者の場合は、令和3年分確定申告書お
よび収支内訳書の写し、法人格の場合は、決算報告書の
写し）

・導入を希望する機械等のパンフレット

【補助額】事業費（消費税抜き）の2分の1または150万円
のうち低い額 ※予算枠を超える要望があった場合は、先
駆性、導入効果等により対象者を選定します。
申・問市畜産農政課 担い手対策係
☎35-3744（課直通）

介護職員初任者研修受講料の一部
を助成します

　市では、介護職の就労を希望する人、家族介護のために
知識を深めたい人を支援するため、介護職員初任者研修
受講料の2分の1を助成します。

【対象者】次の要件すべてに該当する人
・4月1日以降に都道府県知事から指定を受けた介護員養成
研修事業者が実施する初任者研修を修了した人
・助成金申請前にえびの市に1年以上住所登録をし、居住し
ている人

【必要書類】
・介護職員初任者研修受講修了証明書の写し
・初任者研修受講料の領収書の写し

【申請方法】申請書に必要事項を記入のうえ、必要書類を
添付して、市介護保険課介護保険係へ提出してください。
申請書は市介護保険課にあります。
※教育訓練給付金を利用して研修を受講した人は、研修
受講料から教育訓練給付金を引いた額の2分の1を助成し
ます。
申・問市介護保険課 介護保険係
☎35-1112（課直通）

霧島演習場内一斉捕獲を実施しま
す

　霧島演習場内で銃器を使用して有害鳥獣捕獲を実施し
ますので、当日の立ち入りはできません。

【捕獲日】5月1日(日)、5月4日(水・祝)、5月8日(日)
問市農林整備課 林務係
☎35-3725（課直通）

ご利用ください「えびの市悠々パス
購入費補助制度」

　市では、宮崎交通株式会社路線バスの高齢者用定期券
「悠々パス」購入費用の2分の1を補助する制度を実施し

ています。これは、高齢者の交通の利便性向上を図るた
めに行っているものです。

【申請資格】65歳以上の住民登録がある人で、市税等の
滞納がない人

【補助対象】6カ月定期券のみ（3カ月は対象外）
【申請上限】年2回まで
【申請方法】

①市企画課政策係に申請書を提出してください。申請書
は、市企画課、飯野・真幸出張所にあります。
②市が申請書を審査し、対象者と認めた場合は、交付決
定通知書を送付します。交付決定後、悠々パスを一旦全
額自費で購入し、「領収書」をもらってください。
③交付決定通知書に同封している「実績報告書」と「請
求書」それぞれに必要事項を記入してください（印鑑は
申請書と同じものを押印すること）。
④「領収書の写し」・「実績報告書」・「請求書」を市企画
課政策係に提出してください。後日指定した口座に補助
金が振り込まれます。
※購入前に必ず市に申請してください。
※宮崎交通株式会社で行っている補助事業（免許返納者
事業・制限運転宣誓者事業）の補助を利用した場合は、こ
の補助は受けられません。ご注意ください。
※悠々パスは通常の定期券とは利用方法が異なります。
利用方法については、購入前に宮崎交通株式会社小林バ
スセンター（☎21-0551）にお問い合わせください。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

種苗法が改正されました

　種苗法の改正により、4月1日から、登録品種の増殖に
は育成者の許諾が必要になりました。故意に種苗法に違
反した場合は、最高1千万円以下（法人は最高3億円以下）
の罰金、10年以下の懲役が科せられます。栽培している

品種について、ご確認ください。
　種苗法の改正について、詳しくは農林水産省のホーム
ページ（ https://www.maff.go.jp/ ）をご確認ください。
　育成者の許諾が必要となるのは登録品種のみです。在
来種や登録期間が過ぎた品種などの一般品種は対象とな
りません。登録品種は、農林水産省品種登録ホームペー
ジ（ http://www.hinshu2.maff.go.jp/ ）で確認できます。
問市畜産農政課 農産園芸係
☎35-1650（直通）
問JAえびの市 農産園芸課
☎33-5756
問西諸県農林振興局 農畜産課
☎23-3166
問西諸県農業改良普及センター
☎23-5105

トマト類を栽培している人は
ご注意ください

　トマトキバガという害虫が12月から宮崎県内で確認
されています。幼虫が葉の薄皮を残しながら食害し、果
実に穴を開けます。また、繁殖能力が高く、幼虫は果実
の中などに潜り込むため、多発生すると防除が困難にな
ります。被害が拡大する前の早期発見と対策にご協力く
ださい。

【被害の特徴】
・幼虫が葉に潜って食害し、薄皮を残して透けた状態に
なる。

・ヘタと果実の隙間付近から侵入し、食害する。
【海外で報告されている寄主植物】トマト、タバコ、ナス、

ピーマン、バレイショなどのナス科植物、マメ科のイン
ゲンマメなど

【対策】
［侵入を防ぐ］ハウスサイド開口部や谷換気は目合い1

ミリメートル以下の防虫ネットで被覆しましょう。また、
出入口は小まめにきちんと閉めて作業しましょう。

［定着を防ぐ］定植当日にベリマークSCのかん注処理を
しましょう。ただし、苗を購入する場合は、購入元が農
薬を使用している場合があります。使用履歴を確認し、
ラベルの記載内容に従って使用してください。
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達する日の属する年度の末日以前の者をいい、交付申請
日以後も引き続き中学校または特別支援学校の中等部に
在学する者を含む。）がいる移住者住宅取得支援金の交
付を受ける移住者

【支援金額】
［移住者住宅取得支援金］住宅取得経費の10％

※市内業者を利用して住宅を新築した場合または市内業
者から新規購入をした場合は上限50万円、市内業者以外
を利用した場合は上限30万円

［子育て加算金］同じ世帯員に中学生以下の子どもがい
る場合、子ども1人につき10万円（上限20万円）
※住宅取得経費に土地購入代は含みません。
※支援金は、同一世帯に対して1回限りの交付とします。

【申請時期】住宅を新築または新規購入し、所有権に関す
る登記を完了した日から起算して1年以内、かつ、転入
日から2年以内

【添付書類】誓約書、自治会加入証明書、住民票謄本、戸
籍の附票、土地家屋名寄帳の写しまたは無資産証明書、
住宅売買契約書等の写し、住宅取得に関する領収書の写
し、住宅の登記事項証明書の写し、市税等の滞納がない
ことを証する書類、市長が必要と認める書類
　予算には、限りがありますので、早めの申請をお願い
します。詳しくは、以下にお問い合わせください。
申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

国税を一時的に納付できない人の
ために納税の緩和制度があります

　新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が大幅
に減少した場合や災害により財産に相当の損失を受けた
場合など、所定の要件に該当するときは、税務署に申請
することにより、「納税の猶予」などの納税の緩和制度が
適用される場合があります。
　国税の納税に関し、税務署での相談を希望する場合は、

「 3密」防止の観点からも、事前に税務署に電話をし、日
時の予約をお願いします。
　なお、「納税の猶予」などの納税の緩和制度に関する詳
しい内容や、申請に必要な書類などについては、国税庁
ホームページ（ https://www.nta.go.jp/ ）で確認するか、

最寄りの税務署（徴収担当）にお問い合わせください。
【申請方法】

①猶予申請書を最寄りの税務署に提出してください。
※提出は、郵送またはe-Tax（国税電子申告・納税システ
ム）をご利用ください。
②収支状況などの確認のため、帳簿等の書類の準備をし
てください。
※書類の提出が難しい場合は、職員が口頭で確認します。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

税務関係書類へのマイナンバー記載
と本人確認

　税務署に申告書や申請書等を提出する際には、毎回、
マイナンバーの記載と本人確認書類の提出または写しの
添付が必要です。
　なお、e-Tax（国税電子申告・納税システム）を利用し
て申告書や申請書等を提出する場合は、本人確認書類の
提示または写しの提出は不要となりますので、ぜひ、ご
利用ください。
　詳しくは、国税庁ホームページ（ https://www.nta.
go.jp/ ）の「社会保障・税番号制度＜マイナンバー＞」を
ご確認ください。
問小林税務署
☎23-3126 ※自動音声案内

ごみ袋の価格が変わります

　市指定ごみ袋は、原料価格高騰のため、全ての種類の
指定袋の販売価格を6月1日から次のとおり改定します。

【ごみ袋販売価格】
［大サイズ］281円（改定前）→308円（改定後）
［小サイズ］206円（改定前）→226円（改定後）

※消費税込みの価格
問市美化センター
☎33-5782（直通）

若者の奨学金返還を補助します
「若者定住促進奨学金返還補助金」
　市では、若者の定住促進および市内事業所等への就業
を促進するため、大学等の卒業後にえびの市内に居住し、
市内で就業または起業する若者を対象に、奨学金の返還
に対して補助を行います。

【補助対象者】大学等（学校教育法に定める大学、短期大
学および専修学校（専門課程に限る。））を卒業後に、次
の要件すべてに該当する人

・大学等に進学するに当たり、奨学金の貸与を受けた者
で、その返還期間が5年以上であること。

・補助金の交付を初めて申請する日現在において30歳以
下であること。

・市内に住所を有する者であって、当該住所が住民基本
台帳に記録されており、かつ、補助金の交付を初めて申
請する日から5年以上本市に居住する意思があること。

・大学等を卒業後に期間の定めのない労働契約を締結し
ている労働者として市内の事業所等に就職した者で、補
助金の交付を初めて申請する日から5年以上継続して就
業する見込みがあること。または大学等を卒業後に市内
で起業した者で、補助金の交付を初めて申請する日から
5年以上継続して事業を継続する見込みがあること。

・他に奨学金返還に係る補助を受けていないこと。
・市税等の滞納がないこと。
・補助金の交付を初めて申請する日が、市内で就業開始
後または市内で起業後2年を経過していないこと。

【対象となる奨学金】
・日本学生支援機構奨学金
・あしなが育英会奨学金
・交通遺児育英会奨学金
・県または市町村が貸与する奨学金
・その他市長が対象と認める奨学金

【補助金の額】補助金の額は、年額144,000円以内とし、5
年総額で720,000円を限度とします。ただし、返還金額

（利子を含む。）が限度額を下回る場合は、その金額とし
ます。※補助金の交付を初めて申請する日から5年を経
過する日までに、補助対象者の要件を満たさなくなった
場合は、その要件を満たさなくなった日の属する年度の
補助金は交付しません。この場合において、交付済の補
助金についての返還は求めません。

【申込方法】えびの市若者定住促進奨学金返還補助金交
付申請書（様式第1号）に必要事項を記入のうえ、以下の
必要書類を添付して、市企画課定住対策係に提出してく
ださい。※申請書等の様式は市企画課で取得するか、市
ホームページ（ https://www.city.ebino.lg.jp/ ）からダウ
ンロードしてください。

【必要書類】
・奨学金貸与機関が発行する奨学金貸与を証するものの
写し

・返還金額および返還期間を証するものの写し
・就業先が発行する、えびの市若者定住促進奨学金返還
補助事業就業証明書（様式第2号）または市内で起業し
たことを証する書類（開業届出書等）の写し

・誓約書兼同意書（様式第3号）
【申込期限】随時受け付けます。

申・問市企画課 定住対策係
☎35-3713（直通）

移住者の住宅取得に対して支援金
を交付します

　市では、本市への移住促進を図るため、移住者が自己
の居住を目的として市内に住宅を取得する場合に、予
算の範囲内においてその経費の一部を交付します。また、
同じ世帯員に中学生以下の子どもがいる場合は、子育て
加算金も交付します。

【対象者】
［移住者住宅取得支援金］次のいずれにも該当すること
・住宅を新規取得後、引き続き5年以上本市に居住する意
思がある人

・新規取得した住宅以外に市内に住宅を有していない人
（世帯員を含む）
・居住地の自治会に加入している人
・世帯員に市税等の滞納がない人
・新規取得した住宅の登記簿謄本に記載の所有権持分（新
規取得した住宅の世帯員の所有権持分も含む）が2分の1
以上の人

・転入日から2年を経過していない人
［子育て加算金］交付申請日において同じ世帯員として

住民基本台帳に記録された義務教育修了前の者（ 15歳に
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・宮交タクシー　　　　☎37-1351
・三和交通　　　　　　☎33-0220
・こばやし交通　　　　☎33-0154
・昭和福祉タクシー　　☎33-6270
・福祉タクシーすみれ　☎080-5792-5667

【助成額】タクシー券1枚につき基本料金を助成します。
【交付枚数】対象者1人につき年間48枚（年度途中の対象

者は、申請のあった月の翌月から月割り交付となりま
す。）

【有効期限】令和5年3月31日までです。翌年度に繰り越
して使用することはできません。

【その他】
・福祉タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはでき
ませんが、同乗することは可能です。

・この制度は、左に記載している市企画課の「タクシー券」
の制度とは別の制度ですが、両方を同時に利用すること
は可能です。
申・問市福祉課 地域福祉係
☎35-1115（課直通）

認知症訪問教室「オレンジトーク」を
実施します

　市では、認知症訪問教室「オレンジトーク」を実施
します。認知症とは老いに伴う病気の一つです。さま
ざまな原因で脳の細胞が壊れたり、働きが悪くなるこ
とによって記憶・判断力の障害がおこり、社会生活や対
人関係に支障が出てくる状態をいいます。2012年では
認知症患者数が65歳以上の高齢者の7人に1人でしたが、
2025年には5人に1人になると見込まれていることから、
特別な病気ではなく、私たち自身や家族、身近な周囲に
も起こりうる病気と言えます。
　「オレンジトーク」は、地域の皆さんの集まりなどに出
向いて、認知症に関する疑問や悩みなどを少しでも解消
できるように、最新情報をわかりやすくお届けする教室
です。ぜひ、ご利用ください。

【対象者】自治会、学校、職場、趣味やサークル仲間など
の団体・グループ ※少人数でも訪問します。

【開催日時】午前9時～午後4時（月曜～金曜 ※祝日を除
く）

【内容】講座時間：30分～ 90分
［講座の参考例］

①認知症という病気について
②認知症の人との関わり方について
③認知症を支える地域の力
④認知症予防について
⑤認知症になったら

【費用】無料
【申込方法】実施希望日の１カ月前までに電話でお申し

込みください。
申・問市介護保険課 地域包括支援センター（担当：堀之
内）
☎35-1112（直通）

「権利擁護無料相談会」・「後見人
等の集い」を開催します

　にしもろ地区権利擁護推進センターつなごでは、権利
擁護に関する無料相談会を実施します。これは、「身寄り
がなく将来が心配」、「財産管理で困りごとがある」、「福
祉サービスの利用の仕方がわからない」など、認知症や
障がいがあり判断能力が低下している人やその家族、医
療・福祉施設関係者のために実施するものです。
　相談には事前予約が必要です。秘密は厳守し、相談内
容が外部に漏れることはありません。
　また、相談会に合わせて、後見人等の集いも実施しま
す。後見人等をしている人の悩み相談や家庭裁判所への
提出書類の作成方法に関する相談なども受け付けます。

【開催日時】5月6日（金）午後1時30分～午後3時30分
【場所】総合福祉センター（えびの市社会福祉協議会）
【費用】無料
【相談員】弁護士、司法書士、社会福祉士など

問にしもろ地区権利擁護推進センターつなご
☎27-3358

申請はお済みですか
「タクシー利用料金助成事業」
　市では、「タクシー利用料金助成事業」の申請を受け付
けています。

【助成対象者】次のいずれかに該当する人
・市内在住で住民登録があり、市税等の滞納がない65歳
以上の人

・市内在住で住民登録があり、市税等の滞納がない16歳
から64歳の人で、運転免許証または車両を持っていない
人

・市内在住で住民登録があり、市税等の滞納がない16歳
から64歳の人で、病気等の理由で市長が特に認める人

【申請方法】申請書を市企画課政策係、または飯野・真幸
出張所に提出してください。申請書は、市企画課、飯野・
真幸出張所にあります。

【助成方法】
・助成対象者と認められた場合は、「助成対象者証」と「タ
クシー利用券」を送付します。

・「タクシー利用券」を、タクシー利用時に運転手に渡す
ことで、タクシー利用料金の一部の助成を受けることが
できます。

【タクシー券を利用できるタクシー会社】
・宮交タクシー　　　　☎37-1351
・三和交通　　　　　　☎33-0220
・こばやし交通　　　　☎33-0154
・昭和福祉タクシー　　☎33-6270
・福祉タクシーすみれ　☎080-5792-5667

【助成額】運賃の約4割を助成します。助成額は1,500円が
上限です。

【交付枚数】ひと月8枚として、申請月に応じて交付され
ます。

【有効期限】令和5年3月31日までです。翌年度に繰り越
して使用することはできません。

【利用可能区間】タクシー券を利用できる区間は、市内に
限ります。市外からの移動や市外への移動には利用でき
ません。

【その他】
・タクシー利用券は、家族や他人に譲ることはできませ
んが、同乗することは可能です。

・この制度は、次の市福祉課が行っている「福祉タクシー

利用券」の制度とは別の制度ですが、両方を同時に利用
することは可能です。
申・問市企画課 政策係
☎35-3712（直通）

ご利用ください「福祉タクシー利用
料金助成事業」

　市では、高齢者および重度の障がいのある人の経済的
負担の軽減を図るため、「福祉タクシー利用料金（基本料
金）」を助成しています。

【助成対象者】
［高齢者の場合］次の全てに該当する人
・75歳以上の高齢者
・対象者が車両を保有せず、自らも運行できない
・世帯員全員が車両を保有していない
・施設等に入所していない
・前年度の住民税所得割額が課税されていない

［障がいのある人の場合］次の全てに該当し、①身体障害
者手帳1級または2級、②精神保健福祉手帳1級、③療育
手帳Aのいずれかの交付を受けている人

・対象者が車両を保有せず、自らも運行できない
・世帯員全員が車両を保有していない
・施設等に入所していない
・前年度の住民税所得割額が課税されていない
※障がいのある人については、世帯員の中で車両の保有
者全員が1週間のうち5日以上就労している場合、就労証
明書を提出することで利用が可能です。
※世帯員とは、生計を同一にする者または住民基本台帳
上は別世帯であっても同一敷地内に居住している者をい
います。

【申請方法】市福祉課地域福祉係またはお住まいの地区
の民生委員にご連絡ください。

【助成方法】
・助成対象者と認められた場合は、申請があった翌月に
地区の民生委員より「福祉タクシー利用券」を配布します。

・「福祉タクシー利用券」を、タクシー利用時に次の指定
タクシー会社の運転手に渡すことで、タクシー利用料金
の一部の助成を受けることができます。

【福祉タクシー券を利用できるタクシー会社】
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人　口　≫ Editor’s　≫

世帯数　≫

16,863人 （前月比 -123人）
男性／7,958人（-64人） 　女性／8,905人（-59人）
転入／130人  転出／230人  出生／10人  死亡／33人

7,758世帯 （前月比 -43世帯）

こ の２年 間 、新 型 コロナ の 影 響 で 思うような 取 材 が で
きま せ んでした が、取 材 を 通して たくさん の 事 を 学

ぶことがで きました 。ありがとうございました 。（ 長 友 ）

広 報 担 当になり1年 間 、取 材 を 通して多くの人 に出会 い、
貴 重 な 経 験 が で きました 。人との つな がりを 大 切 に

感じた1年 間でした 。ありがとうございました 。（ 中山 ）（令和4年4月1日現在）

■証明書等コンビニ交付サービスをご利用ください

問市民環境課 市民・年金係　   ☎35-1117（直通）
問市税務課 収納対策室　　　☎35-3737（直通）

　マイナンバーカードを利用して、市が発行する証明書（住民票の写し、印鑑登録証明書等）を全国のコンビ
ニエンスストア等のマルチコピー機で取得できます。

【利用日時】午前 6 時 30 分～午後 11 時　※年末年始を除く
※戸籍証明のみ平日午前 9 時～午後 5 時

【取得できる証明書】
住民票の写し、印鑑登録証明書、戸籍全部（一部）事項証明書、戸籍の附票の写し、所得課税証明書、非課税
証明書

今月の表紙　≫ 今月の納税　≫

3 月19 日 に 日 章 学 園 九 州 国
際 高 校 の「 ニッチ ードッグ ラ
ン」がオープンしました 。「 ニッ
チ ー」は、保 健 所 か ら 同 校 へ
譲 渡 さ れ た 保 護 犬 の 名 前 で、
同 校 の 看板 犬です。

軽自動車税は納期限内に納めましょ
う

　軽自動車税は、毎年4月1日現在で、宮崎運輸局に登録さ
れている軽自動車や126cc以上のバイク、市町村で登録し
ているバイク（ 125cc以下）、小型特殊自動車を持っている
人に課税されます。
　軽自動車の所有者は、5月31日（火）までに軽自動車税を
納めてください。市役所または金融機関、各コンビニエン
スストアでも軽自動車税を納めることができます。詳しくは、
納税通知書をご覧ください。
　令和4年度の軽自動車税の納税通知書は、5月上旬に発
送予定です。もし、５月中旬までに納税通知書が届かない

ときは、市税務課にお問い合わせください。
　なお、障がい者のために使用する軽自動車について、一
定の要件に該当する場合は、5月31日までに申請すれば、
軽自動車税が免除されます。

【軽自動車税の口座振替日】軽自動車税の納期限は5月31日
（火）です。口座振替日も5月31日（火）となりますので、振

替日の前日までに預金残高の確認をしてください。
【軽自動車税はスマートフォンアプリPayBまたはPayPayで

もお支払いできます】
　PayBまたはPayPayで納付した人は、納税証明書を取得
する際、支払った画面を市税務課で提示してください。
問市税務課 市民税係
☎35-3734（直通）

固定資産税 第1期
介護保険料 第1期

5月2日（月）までに納めましょう。

祝！ 100歳
いつまでもお元気で

２月から３月末までに 100 歳を迎えられ
た皆さんを紹介します。

江夏 ミツさん
（町）

楠元 シヅコさん
（白鳥）

西野 フミさん
（中島）

尾前 ツルエさん
（下大河平）

髙山 フミヱさん
（今西）

大迫 裕子さん
（中原田）

三角園 ミホ子さん
（末永）

池牟礼 フミさん
（上浦）

亀園 ハツエさん
（榎田）

【２月誕生日】 【3 月誕生日】

指名競争入札参加資格審査申請書
（指名願い）の定期受付
　市では、物品等、清掃・警備・設備維持管理・施設管理業
務の定期受け付けを行います。

【受付期間】5月2日（月）～ 31日（火）※土・日、祝日を
除く
※郵送等での提出は5月31日（火）消印まで有効

【受付時間】午前9時～午前11時30分
午後1時30分～午後4時

【提出先】市財政課入札・契約係
【提出方法】郵送または持参

※窓口受付は市内に本店または支店等がある事業者のみ
【有効期間】  令和4年8月1日～令和6年7月31日（2年間）

　詳しくは、市ホームページ（ https://www.city.ebino.
lg.jp/)をご確認いただくか、市財政課入札・契約係へお問
い合わせください。
申・問市財政課 入札・契約係
☎35-3716（課直通）

おわびと訂正

　広報えびの3月号11ページに掲載した表の所属団体等に
ついて、誤りがありました。おわびして、訂正します。

【訂正前】
氏　名 所属団体等

平　クサ子 西長江浦下区自治会
池田　満次 えびの市教育委員（元）

【訂正後】
氏　名 所属団体等

平　クサ子 西長江浦下自治会
池田　満次 社会教育委員（元）

問市企画課 情報係
☎35-3714（直通）
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。

ハ
イ
キ
ン
グ
中
、
森
の
中
は
光
が
届
か

な
い
た
め
、
花
の
数
は
少
な
く
な
り
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
足
元
を
よ
く
見
て
み

る
と
白
い
も
の
が
ス
ッ
と
地
表
か
ら
突

き
出
て
い
ま
し
た
。
真
っ
白
な
姿
か
ら

「
幽
霊
茸
」と
も
言
わ
れ
る
ギ
ン
リ
ョ
ウ

ソ
ウ
で
す
。
自
ら
は
光
合
成
を
せ
ず
、

地
中
の
菌
類
を
通
じ
て
周
辺
の
植
物
か

ら
栄
養
を
得
て
い
る
と
い
う
驚
き
の
生

態
。
最
近
の
研
究
で
さ
ら
に
驚
く
べ
き

生
態
が
判
明
し
ま
し
た
。
こ
の
ギ
ン
リ

ョ
ウ
ソ
ウ
、
世
界
初
の
ゴ
キ
ブ
リ
に
種

を
運
ん
で
も
ら
う
植
物
な
の
で
す
。
森

林
性
の
ゴ
キ
ブ
リ
は
こ
の
ギ
ン
リ
ョ
ウ

ソ
ウ
の
実
を
好
ん
で
食
べ
、
移
動
し
た

先
で
種
を
含
ん
だ
フ
ン
を
す
る
の
で
す
。

　

我
々
の
見
え
な
い
地
下
で
は
植
物
と

菌
類
が
つ
な
が
り
、
足
元
で
は
昆
虫
と

植
物
が
生
き
残
る
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な

や
り
取
り
が
日
々
行
わ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。
森
の
中
、
目
の
前
の
生
き
物
た

ち
が
全
て
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
想

像
す
る
と
ハ
イ
キ
ン
グ
が
も
っ
と
楽
し

く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

（
文
／
え
び
の
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
セ
ン
タ
ー
）

写真：アカマツ林の中でひっそりと咲くギンリョウソウ（撮影：令和3年4月14日）
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